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全9巻の構成

学年の目安は編集上の目安です（各巻の紙面と子ども用のガイドブックには書いていません）。詳しくは第 4
章・第 9 章をご覧ください。

巻 書名・副題 学年の目安 ページ ★

1 かぞえる・はかる

―
小学 1 年〜3 年 400 ★

2 数と量のことば

―
小学 4 年〜中学 1 年 456 ★☆

3 関数とデータ

きまりを見つける
中学 1 年〜3 年 564 ★☆☆

4 形と向き

図形・三角関数・ベクトル
中学 2 年〜高校 2 年 560 ★☆☆☆☆

5 変化をつかむ

微分と積分
高校 1 年〜2 年 492 ★★☆☆

6 未来を計算する

微分方程式と複素数
高校 2 年〜3 年 600 ★★☆☆☆

7 まとめて計算する

行列
高校 3 年（発展）〜大学 1 年 492 ★★★☆☆

8 空間に広がる量

ベクトル解析
大学 1 年〜2 年 632 ★★★☆☆

9 波と変化を読みとく

フーリエ解析とラプラス変換
大学 2 年 640 ★★★☆☆

計　 152 章（序章 9・章 139・読みもの 3・終章 1）、4836 ページ

★は章の内容の高さの目安です。塗りの★はその巻の下の高さ、白抜きの☆は上の高さまでを表します（例：

★★☆＝★★〜★★★）。★は指導要領の学年と一対一ではありません。
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もくじ ガイドブック 保護者・先生のための本

本書は、シリーズ『物理を理解するための数学』（全 9 巻）を使う保護者・先生のための案内で

す。第 1 章でシリーズの概要と使い方を、第 2 章以降で編集方針と、現行の学習指導要領（小学

校・中学校は平成 29 年告示、高等学校は平成 30 年告示）との対応を説明します。

1 シリーズの概要と使い方

目的、全 9 巻の構成、7 本の路線、章の構成、★と 3 段、どこから始めるか

P.4

2 編集方針と書き方の原則

編集方針 10 項目と、子どもに伝わる書き方の原則

P.18

3 学習指導要領との関係のあらまし

現行の学習指導要領と、このシリーズの立場

P.21

4 学年と巻の対応

小学 1 年から大学までの学年と、9 巻の対応

P.25

5 巻ごとの対応

各巻が指導要領のどこに当たるか、範囲外の内容は何か

P.28

6 追加した内容と、その理由

微分方程式・行列・ベクトル解析・フーリエ解析・ラプラス変換など

P.32

7 含めていない・軽く扱う内容と、補い方

学校の教科書・問題集で補う箇所と、その時期

P.40
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8 大学の工学部の数学との対応

第 6〜9 巻と、工学部 1〜2 年の数学の科目

P.45

9 ★と学年の目安の読み方

★・学年の目安・指導要領の学年は、それぞれ別のものです

P.48

10 授業・家庭での使い方の例

今後刊行する問題集・指導書についても

P.51

A 付録 A　学習指導要領の項目からシリーズの章へ

小学 1 年〜高校の各科目の項目が、どの章にあるか

P.54

B 付録 B　全 152章の一覧

章名・★・路線・相当する学年・範囲外の内容

P.82

＊ 出典

学習指導要領と解説、参考にした資料

P.95

本書の使い方

シリーズの全体像を知りたいときは第 1 章から、お子さんの学年からシリーズの巻を探すとき
は第 4 章と付録 A、シリーズの章から学校の学習内容を確かめるときは第 5 章と付録 B をご
覧ください。お子さん向けには、ルビつきの子ども用『ガイドブック　はじめに読む本』があり

ます。
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1 シリーズの概要と使い方

この本は、『物理を理解するための数学』全 9巻を使う保護者・先生のための

案内です。第 1章でシリーズの概要と使い方を、第 2章以降で編集方針と学習

指導要領との対応を説明します。子ども向けの『はじめに読む本』を読まなくて

も、この 1冊でシリーズの全体と使い方が分かるように書きました。

1.1 このシリーズの目的

このシリーズは、工学の研究を発展させるために、小学校から高校までの算

数・数学の学び方を見直す、という考えのもとで作られました。小学 1年の「リ

ンゴは何個？」から始めて、工学部で使う行列・微分方程式・ベクトル解析・フー

リエ解析・ラプラス変換までを、一続きの 9巻で学べるようにしています。

狙いは、入試を解くための発想力の数学ではなく、物理や工学の現象を説明す

るための数学を、子どもの「なぜ？」「何がうれしいの？」に答えながら教える

ことです。このシリーズを終えてから大学の専門書を開くと、書いてあることが

すんなり頭に入る状態を目標にしています。

第 1 巻 1-1

いくつ あるかな？

（数える・比べる）

7 本の路線

変化・たし合わせ・倍々・

回転と波・表・矢印・はかる

工学部の専門書

行列・微分方程式・

ベクトル解析・

フーリエ解析・

ラプラス変換

全 9 巻・152 章（4836 ページ）を、7 本の路線でつなぐ

図 1-1 このシリーズの出発点と到達点

本文の表記は、読む子どもの学年に合わせています。第 1〜3巻は全ての漢字

にルビを付け（第 1巻は分かち書きも付けます）、第 4巻からはルビを付けずに

常用漢字までを使います。
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1.2 9巻の並び

全 9巻は、数えることから始めて、関数とデータ、図形とベクトル、微分と積

分を経て、大学の工学の数学へ進みます。

1
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492
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600

7

ま
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計

算
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492

8
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間

に

広

が

る

量

632

9

波

と

変

化

を

読

み

と

く

640
本の下の数はページ数。背の幅はページ数に比例させた（1 mm ＝ 36 ページ）

図 1-2 全 9巻の本棚（色は各巻の表紙の色）

第 1巻 かぞえる・はかる 小学 1年〜3年 ★ 22 400

第 2巻 数と量のことば
小学 4年〜中学

1年
★〜★★ 20 456

第 3巻
関数とデータ（きまり

を見つける）
中学 1年〜3年 ★〜★★★ 18 564

第 4巻
形と向き（図形・三角

関数・ベクトル）

中学 2年〜高校

2年
★〜★★★★★ 16 560

第 5巻
変化をつかむ（微分と

積分）
高校 1年〜2年 ★★〜★★★★ 19 492

巻 書名（副題） 学年の目安 ★の範囲 章 ページ
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第 6巻
未来を計算する（微分

方程式と複素数）
高校 2年〜3年 ★★〜★★★★★ 16 600

第 7巻
まとめて計算する

（行列）

高校 3年（発

展）〜大学 1年
★★★〜★★★★★ 12 492

第 8巻
空間に広がる量（ベク

トル解析）
大学 1年〜2年 ★★★〜★★★★★ 15 632

第 9巻

波と変化を読みとく

（フーリエ解析とラプ

ラス変換）

大学 2年 ★★★〜★★★★★ 14 640

計 152 4836

表 1-1 9巻の一覧（学年の目安・★の範囲・章の数・ページ数）

巻 書名（副題） 学年の目安 ★の範囲 章 ページ

※ 章の数は序章を含みます。第 7・8 巻は読みもの 1 章、第 9 巻は読みもの 1 章と終章を含みます
（全 152章＝序章 9・章 139・読みもの 3・終章 1）。ページ数は奥付までのページです。

※ 学年の目安は、編集のときに決めた目安で、生徒用の紙面には書いていません（理由と読み方は

4.2・9.3）。実際には、目安の学年より前や後に学校で習う内容も含まれます（図 4-1）。

各巻は、いくつかの「部」に分かれています。

第 1巻 かずのはじまり／はかる／かけ算と わり算／表・グラフ・かたち

第 2巻 量と数／大きな数・小さな数・単位／文字と式／コンピュータで計算

第 3巻 関数とグラフ／曲がったグラフ／倍々とけた／データと統計

第 4巻 図形／三角比と三角関数／ベクトル

第 5巻 微分／積分／特別な関数

第 6巻 微分方程式の入口／複素数と双曲線関数／式で解く

第 7巻 行列の計算／回転と座標の変換／固有値と行列の使いみち

巻 部の構成（序章の後の部の名前）
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第 8巻 たくさんの変数の微分／ベクトル場と積分／発散と回転／偏微分方程式

第 9巻 フーリエ解析／ラプラス変換／行列と微分方程式／終章

表 1-2 各巻の部の構成

巻 部の構成（序章の後の部の名前）

1.3 7本の路線

全 9巻の内容は、7本の「路線」でつながっています。どの章も、どれかの路

線の駅になっています。①〜④の路線は、第 6巻の微分方程式で乗り換えます。

各巻の前付けには全 9巻の路線図があり（図 1-4）、第 9巻の終章（9-13）では、

7本の路線がどこで合流したかをたどります。路線の色には、必ず形の記号と番

号を添えています（第 1巻の紙面では路線名を「たしあわせ」「やじるし」と平

仮名で書きます）。

①変化 ひき算→傾き→微分 1-5・2-3・3-5・5-1・6-1・8-4 流体・熱

②たし合わせ かけ算→面積→積分 1-21・2-3・4-5・5-10・6-3・8-11 電磁気

③倍々 累乗→指数→ 𝑒 2-7・3-11・5-14・6-4・9-5 制御

④回転と波 角→ sin→複素数 1-20・4-8・5-15・6-10・9-1 音・交流

⑤表 九九の表→行列 1-13・2-18・3-6・7-1・9-10 回路網・制御

⑥矢印 向き→ベクトル→場 2-2・3-2・4-10・7-7・8-5
ロボット・電

磁気

⑦はかる 目もり→誤差→統計 1-11・2-6・3-14・9-4 計測・診断

表 1-3 7本の路線（主な駅は巻-章の番号）

路線 流れ 主な駅（巻-章） 終点
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1.4 1つの章の構成と紙面の部品

第 2巻からは、どの章も同じ順番で進みます（第 1巻も、言葉を易しくした同

じ形です）。章の長さは章ごとに違います（序章を除くと、短い章で 14ページ、

長い章で 54 ページ）。章と部扉は、必ず偶数ページ（見開きの左）から始まり

ます。

章の帯・道しるべ

できるようになること

? はてな？

やってみよう

思い出そう

数学の道具

もっと知りたい・

せいかくに言うと

たいせつ

ことば・記号カード

例題・じぶんでとこう

まちがえやすいところ

物理・工学では

こう使う

章末問題

ふりかえり

専門書をのぞいてみよう

★★★★以上の章。専門書

での書き方を 1行ずつ訳す

ふきだし

案内役が次の章へつなぐ（1
見開きに 1回まで）

図 1-3 1つの章の流れ（左の列から順に。右下の 2つは、章の途中に出てくる部品）

章の帯
章番号・題名・部の名前・★。題名は子どもに問いかける形を基本

にし、目次にもそのまま載せる

道しるべ 帯のすぐ下。「この章の前に」（2〜3章）と「この章の先に」

できるようになること その章の目標（普通は 3つ）。各項目の頭にその★

はてな？ 章の問い（身近な不思議）。「数学の道具」の中で必ず答える

やってみよう 実験・観察・電卓・表計算。手順に番号

思い出そう
前の巻・前の章の要点を 2〜4行、章番号付きで。前の巻にあるこ
とは繰り返して教えない

数学の道具 小見出しごとに 1つの考え

部品 役割
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もっと知りたい 発展。★付き

せいかくに言うと たとえ話のすぐ後に、どこまで正しいかと正確な定義

たいせつ 1行に 1つのこと。定義を置く

この章で出てきたことば 新しい言葉と短い説明

記号カード
新しい記号・単位の読み方・意味・英語・初めて出た章。1章に 2
枚まで

例題・じぶんでとこう

「考え方」「式」「答え」の札（第 1〜3巻は「しき」「こたえ」）。考
え方と途中の式を 1行ずつ書く。「じぶんでとこう」は例題と同じ
形で同じ数

まちがえやすいところ ×と○を 1行ずつ、もう 1行で「なぜ間違いか」

物理・工学ではこう使う
本物の機械・仕組みの例（第 1巻は「つかわれているところ」）。
「大学への種」を添える章もある

コラム 話題の広がり

章末問題
基本とチャレンジ。問題の形は全て、例題か「じぶんでとこう」で

一度見せてある

ふりかえり
「できるようになること」と同じ項目をチェックの形で。各項目に

戻るページ

ふきだし ソラ・ミナ・デルタが次の章へつなぐ。1見開きに 1回まで

専門書をのぞいてみよう ★★★★以上の章。専門書での書き方と、1行ずつの訳

「ここまでで十分」の旗 3段の章の「手でわかる」の終わり（1.5）

表 1-4 紙面の部品と役割

部品 役割

1冊の本は、次の順に並んでいます。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

流体・熱 電磁気 制御 音・交流 回路網・制御 ロボット・

電磁気

計測・診断

乗りかえ駅

1-5

2-3

3-5

5-1

6-1

8-4

1-21

2-3

4-5

5-10

6-3

8-11

2-7

3-11

5-14

6-4

9-5

1-20

4-8

5-15

6-10

9-1

1-13

2-18

3-6

7-1

9-10

2-2

3-2

4-10

7-7

8-5

1-11

2-6

3-14

9-4

終点は、大学の工学で使われている分野です。点線の囲みは乗りかえ駅（第 6 巻の微分方程式）。

図 1-4 全 9巻の路線図（縦が巻、横が路線。各巻の前付けにあるものと同じ図）
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表紙 扉 目次 路線図
この本の

使い方

序章・部扉・

章（本文）
巻末 奥付 裏表紙

扉は 1 ページ、目次は 2〜3 ページ（第 1 巻は 2〜5 ページ）、路線図は 4〜5 ページ（第 1 巻は
6〜7ページ）、「この本の使い方」は 6〜7ページ（第 1巻は 8〜9ページ）。巻末の中身は 1.9。

図 1-5 1冊の並び（表紙の裏には案内役 3人の紹介、裏表紙には全巻の一覧）

1.5 ★と 3つの段、「名前」と「実際の操作」の型

各章と「できるようになること」の各項目には、★を 1〜5 個付けています。

★は、このシリーズの中での難しさ、つまり、その章でどの道具を使うかの目

安です（★の数と内容の高さのおおよその対応は、9.1 の表）。範囲のある章は

「★〜★★」のように書き、「この本の使い方」では★を「どこまで登るか」の山

の図で説明しています。子どもには「自分の読める★まで読んで、先へ進んでも

だいじょうぶ」と伝えています。

大学の内容を扱う第 6〜9巻では、紙面に 2つの型を使っています。1つめは章

の 3段です。大学の内容も中学生の言葉で書くため（編集方針 8）、6-10〜6-14、

7-7〜7-10、8-1〜8-13、9-1〜9-11の各章を次の 3段に分けています（第 6〜9

巻の★★★★★の章は、読みものと終章を除いてすべて含まれます）。

目でわかる

図と実験

項目の★：★★★

手でわかる

表計算・プログラム

項目の★：★★★★

𝜕 式でわかる

専門書の式

項目の★：★★★★★

ここまでで十分

使う道具は★★★まで

図 1-6 章の 3段（6-10〜6-14、7-7〜7-10、8-1〜8-13（8-5 は 2段）、9-1〜9-11）

「目でわかる」（図と実験）と「手でわかる」（表計算・プログラム）は★★★以

下の道具だけでたどれ、「手でわかる」の終わりに「ここまでで十分」の旗を立

てています。その後「式でわかる」で★★★★★の式を作ります。「できるよう

になること」の 3つの項目は、普通、段ごとに★★★・★★★★・★★★★★と
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並びます。図 1-6の「項目の★」は、その段で到達する内容の高さ、「使う道具

は★★★まで」は、そこまでたどるのに使う計算の高さを表します。

2つめは、「名前」と「実際の操作」の型です。∬ や ℒ[𝑓(𝑡)] のような記号は

「操作の名前」で、記号を見ただけではまだ計算できません。実際の値は、第 8

巻では「ふつうの定積分（第 5巻）の繰り返し」に、第 9巻では 4つの道具（ふ

つうの定積分・表を引く・部分分数・行列の計算）のどれかに直して求めます。

紙面では「名前の段→直す段→楽をする段」の 3 つの段、場合分けの表、流れ

図を使い、札の形（点線の枠・実線の枠・塗りつぶし）で段を見分けられるよう

にしています。これは、依頼者からの「操作の名前と実際の操作の違いは相当わ

かりにくく、どのような操作をすれば求められるのかも場合によりけりなので、

この場合はどうすれば良いのかを丁寧にする必要がある」という指示（10月 29

日）を紙面にしたもので、章の 3段とは別の、その 1つ下の段に当たります。

章の 3段

「目でわかる」→「手でわかる」

→「式でわかる」。「手でわかる」の

終わりに「ここまでで十分」の旗

第 6〜9巻：

6-10〜6-14、

7-7〜7-10、8-1〜8-13

（8-5 は 2段）、

9-1〜9-11

「名前」と「実際の

操作」

名前の段→直す段→楽をする段の 3

つの段、場合分けの表、流れ図

第 8巻（8-0 予告・

8-6〜8-11・8-14・巻

末の「積分の地図」）、

第 9巻（全章と巻末の

「変換の地図」）

表 1-5 第 6巻からの 2つの型（「名前」と「実際の操作」の型は、第 6・7巻にはあり

ません）

型 中身 使っている巻・章
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1.6 案内役：ソラ・ミナ・デルタ

どの巻にも、3人の案内役が登場します。表紙の裏での紹介の他、序章・部扉

と、各章のふきだし（1見開きに 1回まで）に出てきて、問いかけたり、次の章

へつないだりします。

ソラ ミナ デルタ

子ども。巻が進

むごとに成長し、

第 7 巻からは大学生

三角形のロボット。

名前は Δ（デルタ）から

図 1-7 3人の案内役

1.7 どこから始めるか

学年の目安（表 1-1）は、読む時期を決めるものではありません。始める所は、

次の決まりで選びます。

たいせつ

いま学校で習っている学年の内容が含まれる、一番前の巻・章から始める

学年の内容がどの巻・章にあるかは、表 4-1（4.3）によります。高校の数学

は、1つの科目の内容がいくつもの巻に分かれているので、いま習っている単元

が含まれる一番前の章から始めます。始めた章より前の章にも、まだ習ってい

ない内容が少し含まれることがあります。分からない所は、章の「道しるべ」の

「この章の前に」の章へ戻ってください。巻の順に読むのが基本ですが、自分の

読める★まで読んで先へ進んでも構いません。子ども用の『はじめに読む本』の

流れ図「はじめる巻を決める」も、同じ決まりで作っています。
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小学 1年 第 1巻の序章（1-0）
小 1の内容は第 1巻だけ。第 1巻は本に直接書
き込んで使います。大人が一緒に読み、「やって

みよう」の実験を手伝ってください

小学 2年 第 1巻 1-2
小 2の内容（4けたの数、筆算、九九、長さと
かさ）は 1-2 からの第 1巻

小学 3年 第 1巻 1-2
小 3の内容（万の位、3けたの筆算、割り算、
小数と分数の入口）は 1-2 からの第 1巻。掛け
算の筆算は学校の教科書で（7.2）

小学 4年 第 1巻 1-15

小 4の内容は 1-15（余りのある割り算の確か
めの式）・1-18（折れ線グラフ）・1-20（角）・
1-21（面積）と、第 2巻。割り算の筆算は学校
の教科書で（7.2）

小学 5年 第 2巻の序章（2-0）
小 5の内容は第 2巻（2-1 から）と第 4巻（図
形）。第 2巻からは問題をノートに解きます

小学 6年 第 2巻 2-4

小 6の内容（分数の掛け算・割り算、文字、比、
比例と反比例）は 2-4から。2-1〜2-3にも、ま
だ習っていない内容（負の数 2-2 など）がある
ので、道しるべで戻って読みます

中学 1年 第 2巻 2-2

中 1の内容は第 2巻（正負の数 2-2から、文字
式・一次方程式・比例と反比例）、第 3巻（座
標・関数・データ）、第 4巻（平面図形・空間
図形）

中学 2年 第 2巻 2-12
中 2の内容は第 2巻（式の計算 2-12・等式の
変形 2-14）、第 3巻（連立方程式・一次関数・
箱ひげ図）、第 4巻（平行線と角・合同）

中学 3年 第 2巻 2-6
中 3の内容は第 2巻（誤差 2-6・平方根 2-8・
無理数 2-9）、第 3巻（展開・二次方程式・
𝑦 = 𝑎𝑥2）、第 4巻（相似・三平方の定理）

いま習っている

こと
始める巻・章 その学年の内容がある主な章と、進め方
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高校の数学Ⅰ 第 2巻 2-9

数学Ⅰの内容は第 2巻（実数 2-9）、第 3巻（二
次関数・データの分析）、第 4巻（三角比）。第
2巻の表計算（2-18）・プログラム（2-19）は、
後の巻で使います

高校の数学Ⅱ

習っている単元の最初

の章（指数・対数は

2-7、三角関数は 4-2、
微分・積分は第 5巻の
序章 5-0）

数学Ⅱの内容は第 2〜6巻と第 9巻に分かれて
います（表 4-1）。数学Ⅱの微分・積分を習って
いて、数学Ⅲはまだの人は、第 5巻から（数学
Ⅲの内容も含みます）

高校の数学Ⅲ 第 5巻 5-3
極限・微分法・積分法は第 5巻（5-3から）。合
成関数・逆関数は第 3巻（3-3・3-12）

大学生・社会人の

学び直し

学び直したい科目の巻

（表 8-1）

微分・積分は第 5巻、微分方程式は第 6巻、行
列は第 7巻。前提になる章は、各章の道しるべ
でたどれます

工学の専門書を読

むため

第 6巻（全巻の乗り換
え駅）

第 6〜9巻の 3段の章は、「ここまでで十分」の
旗まで読んでから「式でわかる」へ。第 8巻・
第 9巻の「名前」と「実際の操作」の型で、専
門書の記号を計算に直せるようになります

表 1-6 いま習っていることと、始める巻・章

いま習っている

こと
始める巻・章 その学年の内容がある主な章と、進め方

1.8 電卓・表計算・プログラム（Python）

このシリーズは「計算の量より意味」を大切にしています（編集方針 5）。手で

計算する練習は第 1巻（九九と、足し算・引き算の筆算）で行い、第 2巻からは

電卓・表計算・プログラムに任せてよいことにしています。掛け算・割り算の筆

算は今の版にないので、学校の教科書で練習してください（7.2）。各巻の「この

本の使い方」にある「3つのやくそく」は、次の 3つです。

・数にはいつも単位
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・式を書く前に表や図

・くり返しの計算は電卓やコンピュータにまかせてよい

電卓 2-1 から

四則と
√
のキー（2-8）までは普通の電卓でできます。整

数でない指数の x^yキー（3-11）、logキー（3-12）、三角
比と角の単位の切りかえ（4-2・4-6）からは関数電卓（ま
たは表計算）を使います

表計算 2-18 で学ぶ

セルと番地、「＝」で始まる式、式のコピー、$ で固定する
番地、上の行の結果で下の行を計算する繰り返しの計算、

表からグラフ。以後の全巻で使い、第 6巻のオイラー法
（6-2）もこの形で解きます

プログラム 2-19 で学ぶ
ブロックをつないで書く方法（Scratch など）と文字で書
く方法（Pythonなど）を並べて紹介。変数と代入、繰り返
し、条件分岐、小数のずれ

Python
第 7巻・第 8
巻の本文など

行列の計算（7-1：表計算のMMULTと Python）、2変数
の関数の地図（8-1：表計算と Python）など。第 6〜9巻
の巻末には「プログラムのひな形」

表 1-7 電卓・表計算・プログラムを使い始める章

道具 使い始め 内容

第 1 巻は本に直接書き込んで使います。第 2 巻からは、問題をノートに解き

ます。ノートを 1冊用意してください。

1.9 答えと巻末

巻末の「こたえ」は、「じぶんでとこう」と章末問題の答えだけです（考え方

は、今後作る問題集と指導書に載せる予定です）。最後に「答え合わせのしかた」

があります。巻末には、他に次のものがあります。



1 シリーズの概要と使い方

17

こたえ
「じぶんでとこう」と章末問題の答え。最後に「答え合わせのし

かた」

記号カード
各章の記号カードを集めた一覧（第 4巻からはギリシャ文字の
読み方、記号を書くときの注意なども）

よく使う定数・単位・公式

第 1巻は「たんいのひょう」。第 6巻からは「この巻でくり返し
使う場面と数」と「プログラムのひな形」、第 8巻は初めに見開
きの「積分の地図」、第 9巻は初めに「変換の地図」

チェック表 各章の「ふりかえり」を集めた表

つぎの巻へ
次の巻の予告と「この巻の道具は、この先でこう使う」。第 9巻
は代わりに「物理シリーズへ」

さくいん
その巻の索引。第 9巻には第 1〜9巻を通した「シリーズ全体
のさくいん」

ふろく（第 1巻だけ）
コピーして使う 10のわく・かずカード・ものさし・とけい・
方眼

表 1-8 巻末の中身

巻末の部品 中身

1.10 問題集と指導書（今後の予定）

このシリーズは教科書を優先して作りました。問題集と、教員向けの指導書

は、今後作る予定で、まだ刊行していません。巻末の「こたえ」に載せていない

問題の考え方や、章ごとの学年の対応は、指導書に載せる予定です。それまでの

間、学年との対応は、この本の第 4章と付録 A・付録 Bをご覧ください。

1.11 物理シリーズへ

このシリーズの後には、物理シリーズ（全 5巻）が続きます。書き方は数学シ

リーズの第 4巻以降と同じ（ルビなし・常用漢字まで）で、各章の道しるべに、

前に学ぶ数学の章の番号（6-2など）を書きます。数学シリーズの第 9巻の巻末
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「物理シリーズへ」では、物理の「なぜ？」とこのシリーズの章の対応表と、物

理 5巻の紹介を載せています。

1 力学 第 2〜8巻

2 熱学 第 2・3・5〜9巻

3 波動 第 3〜9巻

4 電磁気学 第 3〜9巻

5 原子 第 2〜9巻

表 1-9 物理シリーズ（全 5巻）と、前に学ぶ数学の巻

物理の巻 巻名 前に学ぶ数学の巻（章ごとの指定から集計）

2 編集方針と書き方の原則

この章では、編集委員会が第 1回の委員会で決めた編集方針と、全巻で守って

いる書き方の原則を紹介します。シリーズの目的・巻の並び・紙面の部品は、第

1章にまとめました。

2.1 編集方針の 10項目

次の 10項目が編集方針です。どの巻も、この方針に沿って書かれています。

1
量＝数値×単位から出発する。「5」では

なく「5 m」

2-1・2-10。各巻の「3つのやくそく」

の 1つめ「数にはいつも単位」

編集方針 紙面では
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2

具体→表→グラフ→式の順。式は「表と

グラフを短く書く方法」として最後に

出す

3-0 の「はかる→表→点→線→式」の

5つの段

3

大学まで続く種を早くまく（ひき算＝変

化量、かけ算＝面積、九九の表＝行列）。

7本の路線でつなぐ

1-5「かわった量」、1-13 九九の表

（行列の種）、7本の路線（1.3）

4
微分方程式は「次の瞬間を決めるルー

ル」。式で解く前に表計算で解く

第 6巻を全巻の乗りかえ駅にした

（6-2 オイラー法）

5

計算の量より意味。九九と筆算は第 1巻

で手でできるまで練習し、第 2巻からは

電卓・表計算・プログラムに任せる

電卓は 2-1 から、表計算は 2-18 か

ら、プログラムは 2-19 から使う。今

の版の第 1巻の筆算は足し算・引き

算だけで、掛け算・割り算の筆算は

ない（7.2）

6

どの章も実験や現象とセット。大学の章

も、家や教室で確かめられる現象から

入る

「やってみよう」「物理・工学ではこう

使う」

7
物理や工学で使わない単元は省くか軽く

する（統計は戻した）
7章にまとめた

8

大学の内容も中学生の言葉で。「目でわ

かる→手でわかる→式でわかる」の 3段

で、前の 2段は★★★以下の道具だけ

6-10〜6-14、7-7〜7-10、

8-1〜8-13、9-1〜9-11（1.5）

9

専門書の書き方に慣れさせる。新しい記

号は 1章に 2つまでで、読み方・意味・

英語を記号カードで示す

記号カード、★★★★以上の章の「専

門書をのぞいてみよう」

編集方針 紙面では
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10 学年ではなく、★と道しるべで進む
章の帯の★、帯の下の「道しるべ」

（前に読む章・この先の章）

表 2-1 編集方針の 10項目と、紙面での表れ

編集方針 紙面では

2.2 書き方の原則

新しい考えは、いつも次の順で書いています。新しい言葉は体験の後で「この

ことを〇〇といいます」と 1回だけ紹介し、名前を最後にします。

場面
ふしぎ・

こまったこと
手を動かす 気付く

言葉・

記号・式

測る・数える・

表にする・

図をかく

名前は最後

図 2-1 新しい考えを紹介する順番（名前は最後）

このほか、次のことを全巻で守っています。

・公式は作ってから使う。表や図で、いくつかの数で同じことが起きるのを確か

めてから、決まりにします。

・数字と文章だけで説明しない。新しい考えには必ず図を付けます。例題は、考

え方と途中の式を 1行ずつ全部書きます。

・式が出てくるたびに「なぜその式になるのか」、数が出てくるたびに「なぜその

数なのか」を書きます。初めての考え方は 2通り以上で説明します。

・例題で見せていない形を、「じぶんでとこう」や章末問題に出しません。

・数学として後で困る言い方をしません（「かけ算すると大きくなる」と言い切ら

ない、「0でわる」ことはできないと書く、など）。たとえ話には「せいかくに

言うと」を添えます。

・工学につなげます。本物の機械やしくみで、その章の数学がどう働いているか

を見せます。
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3 学習指導要領との関係のあらまし

3.1 現行の学習指導要領

この本で照らし合わせたのは、次の現行の学習指導要領（算数・数学）です。

授業時数は学校教育法施行規則の別表、高校の単位数は指導要領の標準単位数

です。

小学校

（算数）

平成 29年告示、

令和 2年度から

全面実施

計 1011時間（1年

136、2〜6年は各

175。1単位時間

45分）

A 数と計算／ B 図形／ C 測

定（1〜3年）・C 変化と関係

（4〜6年）／ D データの活用

中学校

（数学）

平成 29年告示、

令和 3年度から

全面実施

計 385時間（1年 140、

2年 105、3年 140。1

単位時間 50分）

A 数と式／ B 図形／ C 関数

／ D データの活用

高等学校

（数学）

平成 30年告示、

令和 4年度から

学年進行で実施

数学Ⅰ 3単位（必履

修）、数学Ⅱ 4、数学Ⅲ

3、数学 A 2、数学 B

2、数学 C 2

数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・A・B・C

（「数学活用」をなくし、数学

Cを新しく置いた）

表 3-1 現行の学習指導要領（算数・数学）

学校 告示と実施 授業時数・単位数 領域・科目

高校の 6科目は、次の図のように組み立てられています。数学 A・B・Cは、

それぞれ 3つの項目から適宜選んで学ぶ科目です。
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数学Ⅰ（必履修）

(1) 数と式
(2) 図形と計量
(3) 二次関数
(4) データの分析

数学Ⅱ

(1) いろいろな式
(2) 図形と方程式
(3) 指数関数・対数関数
(4) 三角関数
(5) 微分・積分の考え

数学Ⅲ

(1) 極限
(2) 微分法
(3) 積分法

数学 A
(1) 図形の性質
(2) 場合の数と確率
(3) 数学と人間の活動

数学Ⅰと並行して、または

後に

数学 B
(1) 数列
(2) 統計的な推測
(3) 数学と社会生活

数学Ⅰの後が原則

数学 C
(1) ベクトル
(2) 平面上の曲線と複素数
平面

(3) 数学的な表現の工夫

数学Ⅰの後が原則

数学 A・B・C：それぞれ 3 つの項目から適宜選ぶ科目

図 3-1 高校の数学の 6科目と、学ぶ順序（矢印：数学Ⅰ→Ⅱ→Ⅲの順が原則）

※どの学年でどの科目を取るかは、指導要領では決まっていません。一般的な例では、1年で数学Ⅰ・
数学 A、2年で数学Ⅱ・数学 B、3年で数学Ⅲ・数学 Cを取ります（数学 Cの一部を 2年に置く学
校もあります）。この本で高校の「学年」を書くときは、この一般的な例によっています。

※ 令和 7年度の大学入学共通テストでは、数学 A・B・C のうち (3) の項目（数学と人間の活動・数
学と社会生活・数学的な表現の工夫）は出題範囲外です。行列は、このうち数学 Cの (3)「数学的
な表現の工夫」に入っています（6.2を参照）。

3.2 このシリーズの立場

このシリーズは、学習指導要領の学年の並びに沿うのではなく、物理・工学で

使う道筋（7本の路線）に沿って内容を並べています。そのため、指導要領の学

年とは、次の 3つの点で一致しない所があります。

・先に出る内容　指導要領では上の学年の内容が、前の巻に出てきます。例：小

4の折れ線グラフ・角・面積（第 1巻 1-18・1-20・1-21）、中 3の平方根（第

2巻 2-8）、数学Ⅱの指数関数・対数（第 3巻 3-11・3-12）。
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・後に出る内容　指導要領では下の学年の内容が、後の巻に出てきます。例：小

3〜小 6の図形の面積・体積・合同・対称（第 4巻 4-1・4-3・4-5）、小 6の代

表値（第 3巻 3-13）。

・分かれている内容　指導要領の 1つの単元が、いくつかの巻・章に分かれてい

ます（表 3-2）。

面積
1-21（長方形）→ 4-5（平行四辺形・三角形・台形・円・柱・す

い・球）。円周率は 2-9、おうぎ形は 4-2

平均・データ
2-6（測定値の平均）→ 3-13（度数分布・代表値・箱ひげ図）

→ 3-14・3-15

比例・関数
2-15（比例・反比例）→ 3-3（関数）→ 3-5（1次関数）→ 3-7

（反比例のグラフ）→ 3-9（𝑦 = 𝑎𝑥2）

座標
3-2（平面）→ 4-13（空間）→ 4-15（極座標・円柱座標・球座

標）。極座標は 4-2 でも紹介

平方完成 3-8（式）・3-9（頂点）・3-10（解の公式）・3-16（最小二乗法）

指数
2-7（累乗・指数のきまり）→ 3-11（指数関数・分数の指

数）→ 5-14（𝑒）

三角比・三角関数 4-6 → 4-7 → 4-8 → 4-9 → 5-15

数列にあたるもの
Σ は 5-10、漸化式と等比数列・等比級数は 6-2（オイラー

法）と 7-10

確率 3-17（場合の数は確率に必要な分だけ）

表 3-2 1つの単元が、いくつかの章に分かれている例

単元 このシリーズで学ぶ章（学ぶ順）
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3.3 用語と書き方の違い

工学の習慣に合わせたり、子どもに分かりやすい言葉を選んだりしたため、学

校の教科書と用語・書き方が違う所があります。

虚数単位 𝑖 𝑗（𝑖 は電流に使うため） 6-8 から

複素数平面 複素平面 6-9

楕円 だ円 4-8・4-15 ほか

概数 がい数 2-6

ドットプロット
点を並べた図（名前は付けてい

ない）
2-6

素因数分解
素数のかけ算に分ける（語は

ない）
2-4

最大公約数・最小公倍数
語はない（「公倍数で一番小さい

数」など）
2-4

二項定理 語はない（パスカルの三角形）
3-8・5-4（もっと知り

たい）

二項分布・確率変数・確

率分布

語はない（コインの表の枚数の

分布）
3-17

漸化式
6-2 では語を使わず、7-10 で

使う
6-2・7-10

変曲点
語はない（2回微分で山と谷を

見分ける）
5-7

2進数の書き方 1011(2) 2-17

表 3-3 学校の教科書と、用語・書き方が違う所

学校の教科書 このシリーズ 章
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4 学年と巻の対応

4.1 学年と巻の対応の図

次の図は、指導要領の学年・科目の内容が、どの巻にあるかを示したもので

す。塗りつぶしたマスは、その学年・科目の内容（一部だけの場合も含みます）

がその巻にあることを、太い枠は、その巻の学年の目安（4.2）を表します。高

校の欄は科目ごとに分け、上に一般的な学年の例を添えました（学年の目安の枠

も、この例で置いています）。一番右の「大学の内容」は、指導要領のどこにも

なく、大学の工学部で学ぶ内容です。

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C
1 年の例 2 年の例 3 年の例

第 1 巻

第 2 巻

第 3 巻

第 4 巻

第 5 巻

第 6 巻

第 7 巻

第 8 巻

第 9 巻

内容がある（一部だけの場合も含む） 学年の目安

図 4-1 学年・科目と巻の対応（マスは表 4-1 を基に作った）

図を見ると、次のことが分かります。
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・第 1〜3巻は、ほぼ目安の学年の内容です。ただし第 1巻には小 4の内容（折

れ線グラフ・角・面積）が、第 2・3巻には中 3〜高校の内容が入っています。

・第 4巻は、小 3の図形から大学の内容（外積、円柱座標・球座標）までを含む、

一番幅の広い巻です。第 2巻は小 2〜高校、第 3巻は小 4〜高校の内容を含み

ます。

・第 5巻の目安は「高校 1年〜2年」ですが、数学Ⅲ（一般的な例では 3年）の

微分法・積分法も入っています。

・第 6巻からは、ほとんどが指導要領の外の内容です。高校の欄にあるますは、

複素数（6-8・6-9）や、行列の章の中の等比数列・無限等比級数（7-10）など

です。

4.2 9巻の学年の目安

各巻には、編集のときに決めた「学年の目安」があります。生徒用の紙面には

学年を書かない決まりにしています（上の学年の子は恥ずかしく、下の学年の子

は手を出さなくなるため）。学年の目安は、この本と、今後作る指導書にだけ書

きます。各巻の学年の目安は、表 1-1（1.2）の通りです。

4.3 学年・科目ごとの、主な巻と章

図 4-1 のマスを、章まで示しました（章ごとの対応は付録 A・付録 B）。

小 1 第 1巻のみ

小 2 第 1巻（＞・＜だけ第 2巻 2-2）

小 3
第 1巻（中心）、第 2巻（□の式 2-11、k・t 2-10、万→億 2-7）、第 4巻（二等辺三
角形・正三角形 4-1、球 4-5）

学年 置かれている巻（主な章）
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小 4
第 1巻（折れ線グラフ 1-18、角 1-20、面積 1-21、余りの式 1-15）、第 2巻（億・
兆、概数、小数・分数、式、割合）、第 3巻（ものの位置 3-2）、第 4巻（平行・垂直
4-1、立体 4-5・4-13）

小 5
第 2巻（数と計算・速さ・割合・比例・平均・円周率）、第 4巻（合同・多角形・面
積・体積・角柱と円柱）

小 6
第 2巻（分数の乗除・文字・比・比例と反比例）、第 3巻（代表値・度数分布・起こ
り得る場合）、第 4巻（拡大図と縮図・対称・円の面積・体積）

中 1
第 2巻（正負の数・文字式・一次方程式・比例と反比例・素数）、第 3巻（座標・関
数・比例式・ヒストグラム・確率）、第 4巻（平面図形・空間図形）

中 2
第 2巻（式の計算 2-12、等式の変形 2-14）、第 3巻（連立方程式・一次関数・箱ひ
げ図・確率）、第 4巻（平行線と角・合同・証明）

中 3
第 2巻（平方根・無理数・誤差・𝑎 × 10𝑛）、第 3巻（展開・因数分解・二次方程
式・𝑦 = 𝑎𝑥2・標本調査）、第 4巻（相似・円周角・三平方の定理）

数Ⅰ
第 2巻（実数 2-9）、第 3巻（数と式・二次関数・データの分析）、第 4巻（図形と
計量）

数 A
第 2巻（2-4・2-17）、第 3巻（3-17）、第 4巻（4-1・4-2・4-7・4-11・4-13）、第
5巻（𝑛! 5-17）

数Ⅱ

第 2巻（指数の拡張 2-7・2-12）、第 3巻（3次の展開・恒等式・判別式・直線・指
数と対数）、第 4巻（距離・円の式・内分点・三角関数）、第 5巻（微分・積分）、第
6巻（複素数・解と係数の関係）、第 9巻（分数式・3次方程式の一部）

数 B
第 3巻（3-14・3-16・3-17）、第 5巻（Σ 5-10）、第 6巻（漸化式の形 6-2）、第
7巻（7-10）

数Ⅲ

第 3巻（合成関数・逆関数・𝑦 = 𝑎/𝑥）、第 5巻（極限・微分法・積分法）、第 6巻
（曲線の長さ：せいかくに言うと）、第 7巻（𝑟𝑛・無限等比級数）、第 8巻（長さでた
す線積分）、第 9巻（無限級数としての 𝑒𝐴𝑡）

学年 置かれている巻（主な章）
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数 C
第 3巻（双曲線の名 3-7、行列の種 3-6）、第 4巻（ベクトル・極座標・媒介変数・
だ円）、第 6巻（複素平面 6-9）、第 7巻（行列）、第 8巻（だ円の式 8-1、媒介変数
8-7）

表 4-1 学年・科目の内容が置かれている巻と、主な章

学年 置かれている巻（主な章）

5 巻ごとの対応

巻ごとに、指導要領のどの学年・科目に当たるかをまとめます（カードの帯は

図 4-1 のその巻の行。章ごとの対応は付録 B）。

第 1 巻 かぞえる・はかる

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 1 巻

学年の目安 小学 1年〜3年　★の範囲 ★　 22章・400ページ
当たる範囲 小 1〜小 3の数と計算（足し算・引き算、掛け算の意味と九九、割り算、小数と分

数の入口）、測定（長さ・かさ・重さ・時刻と時間）、データ（表・棒グラフ）、図形

（三角形・四角形・円）。小 4の折れ線グラフ（1-18）・角（1-20）・面積（1-21）
目安とのずれ 小 4の内容が 3章（★の基準「小 4まで」の内）。小 3の一部（そろばん、掛け

算の筆算、二等辺三角形、km、□の式）は入っていないか、後の巻にある
指導要領の外 引き算を「かわった量」（変化量）として見る見方（1-5）は、このシリーズ独自

です
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第 2 巻 数と量のことば

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 2 巻

学年の目安 小学 4年〜中学 1年　★の範囲 ★〜★★　 20章・456ページ
当たる範囲 小 4〜小 6の数と計算・変化と関係（割合・速さ・比・比例と反比例）・平均と

概数、中 1の数と式（正負の数・文字式・一次方程式）。中 3の平方根・無理数
（2-8・2-9）、誤差と 𝑎 × 10𝑛（2-6・2-7）、数学Ⅰの実数（2-9）、数学Ⅱの 0乗・
負の指数（2-7・2-12）、数学 Aの内容の取扱いで題材の例に挙がる二進法（2-17
の 2進数）

目安とのずれ 中 3〜高校の内容が 5章。小 4〜小 6の図形は第 4巻へ、データ（代表値・度数
分布）は第 3巻へ移した

指導要領の外 量＝数値×単位、とびとびの数と切れ目のない数（2-1）、変化量 Δ（2-3）、SI
単位・組立単位・接頭語 μ（2-10）、16進数（2-17）、表計算（2-18）、プログ
ラム（2-19）

第 3 巻 関数とデータ（きまりを見つける）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 3 巻

学年の目安 中学 1年〜3年　★の範囲 ★〜★★★　 18章・564ページ
当たる範囲 中 1〜中 3の関数（比例と反比例・一次関数・𝑦 = 𝑎𝑥2）、データの活用（ヒスト

グラム・箱ひげ図・確率・標本調査）、数と式の一部（連立方程式・展開と因数分

解・二次方程式）。数学Ⅰ（二次関数・二次不等式・データの分析）、数学Ⅱ（3
次の展開・恒等式・判別式・直線の式・指数関数・対数）、数学Ⅲ（合成関数・逆

関数）、数学 A（組合せ・期待値）、数学 B（正規分布・標本の平均のずれ）
目安とのずれ 高校の内容が多い（3-3・3-5・3-8・3-10〜3-12・3-14〜3-17）。中学校の図形

は第 4巻にある
指導要領の外 ブロック線図（3-3）、内挿・外挿（3-4）、片対数グラフ・デシベル（3-12）、最

小二乗法・回帰直線（3-16。数学 Bの「散布図に表したデータを関数とみなし
て処理する」は入口だけ）
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第 4 巻 形と向き（図形・三角関数・ベクトル）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 4 巻

学年の目安 中学 2年〜高校 2年　★の範囲 ★〜★★★★★　 16章・560ページ
当たる範囲 小 3〜小 6の図形（面積・体積・合同・対称・拡大図と縮図・角柱と円柱）、中

1〜中 3の図形（作図をのぞく）、数学Ⅰの図形と計量（三角比・正弦定理・余弦
定理）、数学Ⅱの三角関数と図形と方程式の一部（距離・円の式・内分点）、数学

Aの図形の性質の一部、数学 Cのベクトルと、平面上の曲線の一部（極座標・媒
介変数・だ円）

目安とのずれ 小 3〜中 1 の図形（4-1・4-2・4-3・4-5、★〜★★）と、大学の内容（4-14・
4-15、★★★★★）がある

指導要領の外 外積（4-14）、円柱座標・球座標（4-15）、sin−1 などで角を求めること（4-6）、
ロボットの腕の順運動学・逆運動学（4-0・4-7）

第 5 巻 変化をつかむ（微分と積分）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 5 巻

学年の目安 高校 1年〜2年　★の範囲 ★★〜★★★★　 19章・492ページ
当たる範囲 数学Ⅱの微分・積分の考え、数学Ⅲの極限・微分法・積分法（体積・曲線の長さ

は一部）、数学 Bの Σ
目安とのずれ 数学Ⅲは、一般的な例では高校 3年。目安の「高校 1年〜2年」より早い
指導要領の外 テイラー展開（5-17）、1次近似と誤差の伝わり（5-8）、微分方程式の入口（5-13・

5-18 の初期条件・一般解・特殊解）
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第 6 巻 未来を計算する（微分方程式と複素数）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 6 巻

学年の目安 高校 2年〜3年　★の範囲 ★★〜★★★★★　 16章・600ページ
当たる範囲 数学Ⅱの複素数（6-8）、数学 Cの複素数平面とド・モアブルの定理（6-9）
目安とのずれ 序章を除く 15章のうち 13章が指導要領の外（大学の内容）。それでも★★の章

（6-1・6-2と序章 6-0）がある
指導要領の外 微分方程式（6-0〜6-7、6-10〜6-15）、オイラーの公式（6-10）、双曲線関数

（6-11）、数値解法（6-2）、指数分布とポアソン分布（6-4）

第 7 巻 まとめて計算する（行列）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 7 巻

学年の目安 高校 3年（発展）〜大学 1年　★の範囲★★★〜★★★★★　 12章・492ページ
当たる範囲 数学 Cの (3)「離散グラフや行列を用いて工夫して表現することの意義」に当た

る所から入る。7-10 に数学 Bの等比数列・漸化式、数学Ⅲの無限等比級数
目安とのずれ 指導要領では行列は「表現の意義」だけで、計算はすべて指導要領の外

指導要領の外 行列の演算、一次変換、行列式、逆行列と掃き出し法、回転行列、固有値と固有

ベクトル、対角化、使いみち（7-11：逆運動学・四端子定数・分布定数回路など）

第 8 巻 空間に広がる量（ベクトル解析）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 8 巻

学年の目安 大学 1年〜2年　★の範囲 ★★★〜★★★★★　 15章・632ページ
当たる範囲 ほぼすべてが指導要領の外。わずかに、だ円の式（8-1）、媒介変数と曲線の長さ

（8-7）が数学Ⅲ・数学 Cに当たる
指導要領の外 2変数の関数、偏微分、全微分、重積分、勾配、ベクトル場、線積分、面積分、発

散、回転、ガウスの定理・ストークスの定理、ラプラシアン、熱方程式・波動方

程式、マクスウェル方程式を読む（8-14 読みもの）
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第 9 巻 波と変化を読みとく（フーリエ解析とラプラス変換）

小学校（学年） 中学校 高校（数学の科目） 大学

1 2 3 4 5 6 1 2 3 Ⅰ A Ⅱ B Ⅲ C

第 9 巻

学年の目安 大学 2年　★の範囲 ★★★〜★★★★★　 14章・640ページ
当たる範囲 ほぼすべてが指導要領の外。部分分数の前の多項式の計算（9-7）、3次の特性方

程式（9-9）が数学Ⅱの一部に、無限級数としての 𝑒𝐴𝑡（9-11）が数学Ⅲの一部
に当たる

指導要領の外 フーリエ級数・フーリエ変換・FFT、ラプラス変換・伝達関数・極と安定性、状
態方程式、行列の指数関数、使いみち（9-12 読みもの）、全 9 巻の地図（9-13
終章）

6 追加した内容と、その理由

このシリーズには、現行の指導要領にない内容や、指導要領よりずっと詳しく

扱う内容があります。この章では、それを 4つに分けて示し、入れた理由を添え

ます。理由は、企画の依頼文、編集方針、委員会の記録、各巻の「物理・工学で

はこう使う」に書かれていることだけを書きました。記録に個別の理由がないも

のは、その章の題材（どの工学で使うか）を書いています。
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6.1 大学の内容（第 6〜9巻と、第 4巻の一部）

微分方程式（立式・

オイラー法・変数分

離・振動・特性方程

式・共振・連立）

第 6巻、5-13・
5-18（入口）、
9-5〜9-11

数学Ⅲの本文に

記載なし

企画の依頼文に「古典制御や現代制

御におけるラプラス変換を用いた物

理現象の微分方程式の立式や解析」。

編集方針 4「微分方程式は『次の瞬間
を決めるルール』。式で解く前に表計

算で解く」

行列（演算・一次変

換・行列式・逆行列・

回転行列・固有値・

対角化）

第 7巻、
9-10・9-11

数学 C (3) は
「表現の意義」

だけ

依頼文に「動力学や逆運動学などの

行列や行列式による計算、回路網理

論における分布定数回路の四端子定

数モデル」。委員会（機械工学）「ロ

ボットには 3次元のベクトル、外積、
回転行列、逆運動学が要ります」

オイラーの公式・

フェーザ

6-10、9-3・
9-5

数学 Cは極形
式・ド・モアブ

ルの定理まで

路線④（角→ sin→複素数）の終点
「音・交流」へ向かう道具。題材：家

のコンセントと交流の計算、三相交

流の発電機

双曲線関数 6-11 なし
題材：送電線のたるみ、アーチ（さか

さまの懸垂線）

偏微分・全微分・重

積分
8-1〜8-3・8-6 なし

依頼文に「電磁気学や流体力学など

の 3次元のベクトル解析」。委員会
（数学）「専門書を読むのに欠かせな

い数学を足してください。全微分、重

積分、ラプラシアン」

ベクトル解析（勾配・

発散・回転・線積分・

面積分・ガウスとス

トークスの定理）

8-4〜8-12、
8-14

数学 Cのベクト
ルは内積まで

依頼文（同上）。委員会（電気工学）

「式を見て『わき出しとうずの式だ』

と言えるようにはしたい。専門書で一

番つまずくのは、記号の読み方です」

内容 章 指導要領 入れた理由
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外積、円柱座標・球

座標

4-14・4-15、
8-6

「外積」の語は

ない

第 1回の委員会で「足すもの」に外
積といろいろな座標を挙げた。題材：

電気モーター、静止衛星

偏微分方程式（熱方

程式・波動方程式・

ラプラス方程式）

8-12・8-13、
9-1

なし

路線①（変化）の終点「流体・熱」。

題材：スマートフォンの熱をにがす、

地震の波、楽器の弦

フーリエ級数・フー

リエ変換（FFT・サ
ンプリング定理）

9-1〜9-4、
9-12

数学Ⅲは無限等

比級数まで

依頼文に「フーリエ級数展開など機

械工学、電気工学などで必須の知識」

ラプラス変換・伝達

関数・極と安定性
9-5〜9-9 なし

依頼文（微分方程式の行と同じ）。委

員会（電気工学）「ラプラス変換は

『伝達関数』と『極と安定性』までに

します」

状態方程式・行列の

指数関数
9-10・9-11 なし

委員会（電気工学）「状態方程式は、

行列と微分方程式の話として残し

ます」

数値解法（オイラー

法・差分法・掃き出

し法・べき乗法・

DFT と FFT）

6-2・7-5・
7-8・8-13・
9-4

数値解法の項目

はない（コン

ピュータの活用

は各所にある）

編集方針 4・5。委員会（機械工学）
「行列のかけ算もフーリエ係数も、表

計算なら中学生が自分で出せます」

表 6-1 追加した内容（1）大学の内容

内容 章 指導要領 入れた理由

6.2 行列の扱いの移り変わり

行列は、指導要領の改訂のたびに扱いが変わってきた内容です。現行の指導要

領では、行列は数学 Cの (3)「数学的な表現の工夫」の中で「表現の道具」とし

て挙げられているだけで、行列の和・積、逆行列、行列式、一次変換、固有値の

語は本文にありません。工学では、ロボットの動き、回路網、制御、振動の解析
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など、行列の計算を使わない分野はほとんどありません。このシリーズが第 7巻

を丸ごと行列に当てたのは、このためです。

平成 11 年告示

行列は数学 Cの内容

平成 21 年告示

数学 Cをなくす。行列は「数
学活用」で「図，表，行列及

び離散グラフなどを用いて，

事象を数学的に表現し考察

すること」

平成 30 年告示（現行）

数学 C を新しく置く。(3)
「数学的な表現の工夫」で「離

散グラフや行列を用いて工

夫して表現することの意義」

図 6-1 高校の指導要領での行列の扱い（文部科学省の資料による）

※ 文部科学省は、学校設定科目などで使える高等学校数学科教材「行列入門」を公開しています。現

行の指導要領について、この資料は行列の扱いが「従前と比べて大きな変更はありません」として

います。

6.3 高校の範囲を超える内容（主に第 3〜6巻）

テイラー展開、𝑛 回

微分
5-17

数学Ⅲは無限等

比級数まで。第

𝑛次導関数は用

語にない

第 1回の委員会で「足すもの」に挙
げた。題材：振り子とばね、トランジ

スタと「小信号」

最小二乗法・回帰

直線
3-16、7-5

数学 Bは入口
だけ

委員会（数学）「統計を入れるなら、

平均だけでは足りない。標準偏差、正

規分布、最小二乗法まで」。（電気工

学）「計測とノイズを扱うには、確率

と統計が欠かせません」

指数分布・ポアソン

分布
6-4 なし 題材：放射性炭素の年代

内容 章 指導要領 入れた理由
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1次近似・誤差の伝
わり

5-8・8-3 項目なし
題材：カーナビの推測航法。5-8 は
6-2 のオイラー法の予告

片対数グラフ・デシ

ベル
3-12 なし 題材：ダイオードの電流、ボード線図

ブロック線図 3-3・9-8 なし
題材：温度センサー（温度を入れると

電圧が出てくる箱）

sin−1 などで角を求

める
4-6 なし 題材：すべり出す角で摩擦をはかる

順運動学・逆運動学
4-0・4-7・
7-6・7-11

なし（工学）
委員会（機械工学）「余弦定理は逆運

動学の準備として入れてください」

表 6-2 追加した内容（2）高校の範囲を超える内容

内容 章 指導要領 入れた理由

6.4 算数・数学の外にある土台

量＝数値×単位、SI
単位・組立単位・接頭

語、単位つきの換算

2-1・2-3・
2-10

小 3で k・m に
「触れる」程度

編集方針 1「量＝数値×単位から出発
する」。題材：単位のとりちがえで消

えた火星探査機

有効数字・誤差（±）・
ずれの割合

2-6、3-14
中 3の「誤差、
近似値」

路線⑦（目もり→誤差→統計）。題

材：部品の寸法と公差

変化量Δ・1あたり
の量・量の掛け算

2-3
Δ はどの学年の

用語・記号にも

ない

編集方針 3「大学まで続く種を早くま
く（ひき算＝変化量、かけ

算＝面積…）」

内容 章 指導要領 入れた理由
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表計算・プログラム

2-18・2-19
（以後の全巻で

使う）

「コンピュータ

などを用いて」

（各所）、小 5の
プログラミング

の例

編集方針 5。第 1回の委員会で「表計
算とプログラム」を足すと決めた

16進数（2進数は
6.5）

2-17 16進数はない
題材：センサーの値を数にする（分解

能）、マイコンボード

表 6-3 追加した内容（3）算数・数学の外にある土台

内容 章 指導要領 入れた理由

6.5 指導要領と同じ項目を、詳しく扱う所

反比例
2-15・
3-7

小 6は「知る」程度 𝑥𝑦 が一定、グラフ、𝑝𝑉 が一定

三平方の定理 4-4
中 3は「証明できることを
知る」

2通りの証明を本文で見せる

正弦定理・余弦

定理
4-7 数学Ⅰ

ロボットの腕の順運動学・逆運動

学、力の三角形

加法定理 4-9 数学Ⅱ
2通りで導く、積と和の式、うな
り、sin2 の平均（実効値 5-15）

内積 4-12 数学 C
仕事、正射影、相関係数は偏差ベ

クトルの向きのそろいぐあい

微分 5-4
数学Ⅱは三次までの関数が中

心、極限は直観的に

𝑥𝑛 の一般の形、表から規則を見

つける

積分 5-10
数学Ⅱは二次までの関数が

中心
区分求積・Σ から定積分へ

項目 章 指導要領の扱い このシリーズの扱い
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標準偏差・相関
3-14・
3-15

数学Ⅰ
共分散、𝜎/

√
𝑛、単位を変えたと

きの 𝜎

二次方程式 3-10 中 3は実数解をもつものだけ
判別式、2次不等式。虚数の解は
6-8

指数・対数
3-11・
3-12

数学Ⅱ 片対数グラフ、デシベル、半減期

2進数 2-17
数学 Aの内容の取扱いで、数
学と人間の活動の題材の例に

「二進法」

2進数と 10進数の行き来、ビッ
トの数と何通り（2𝑛）、バイト、

分解能。16進数も扱う（16進数
は指導要領の外：6.4）

表 6-4 追加した内容（4）同じ項目を、詳しく扱う所

項目 章 指導要領の扱い このシリーズの扱い
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6.6 まとめ：路線ごとに見た、指導要領の先

6.1〜6.5の内容を、7本の路線ごとにまとめます。指導要領の中でどこまで進

むかと、このシリーズでどこまで進むかを並べると、次のようになります。

指導要領の中 このシリーズで、その先へ

変化

ひき算→変化の割合・傾き（中

2）
→微分（数Ⅱ・数Ⅲ）

微分方程式（第 6巻）
→偏微分・勾配・熱方程式（第

8巻）

たし合わせ
かけ算→面積（小 4〜）
→積分（数Ⅱ・数Ⅲ）

重積分・線積分・面積分、

ガウスの定理（第 8巻）

倍々

累乗→指数関数・対数関数

（数Ⅱ）

→ 𝑒（数Ⅲ）

時定数（6-4）
→ラプラス変換・伝達関数（第

9巻）

回転と波
角（小 4）→三角関数（数Ⅱ）
→複素数平面（数 C）

オイラーの公式（6-10）
→フーリエ解析（第 9巻）

表
表とグラフ（小 2〜）
→行列で表現する意義（数 C）

行列の計算・固有値（第 7巻）
→状態方程式（第 9巻）

矢印
数直線・座標

→ベクトルと内積（数 C）
外積（4-14）
→ベクトル解析（第 8巻）

はかる
目もり→データの分析（数Ⅰ）

→統計的な推測（数 B）
最小二乗法（3-16）
→スペクトル・FFT（9-4）

図 6-2 路線ごとの、指導要領の中の到達点と、このシリーズの到達点
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7
含めていない・軽く扱う内容と、

補い方

このシリーズは、物理・工学で使う道筋を優先したため、指導要領にあっても

含めていない内容、軽く扱っている内容があります。正直にお示しし、学校の教

科書・問題集での補い方を添えます。

7.1 方針として軽くした内容

次の内容は、編集委員会が構成を決めるときに、方針として軽くしたもので

す。「理由」は委員会の記録の言葉です。

図形の証明・作図

小 3（作図）、中 1
（作図）、中 2・中
3（証明）、数学 A
（作図）

証明は 4-1 の三角形の内角の
和、4-4の三平方の定理（2通
り）、4-9 の加法定理の導き
方。作図は 4-2 で垂直二等分
線を紙を折って見つける程度。

作図の手順の節はない

定理の意味が分かれば

十分

整数の性質（倍数

判定・不定方程式・

互除法）

小 5、中 1、数学
A

約分に必要な分だけ（2-4：素
数・公約数・公倍数）。偶数・

奇数の定義は 2-9 の「もっと
知りたい」

物理・工学でほとんど

使わない

場合の数（順列・

組合せ）
数学 A

確率に必要な範囲だけ

（3-17：樹形図・パスカルの三
角形・組合せ）

計算演習より、ばらつ

きの見方が大事

内容 指導要領 このシリーズでの扱い 理由
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積分の計算演習

（回転体の体積・曲

線の長さ）

数学Ⅲ

積分の意味（面積・仕事・流

量）にしぼる。体積は 5-10の
例題、曲線の長さは 6-11・
8-7 に式がある

計算は数式処理ソフト

で確かめられる

集合と論理 数学Ⅰ
4-1 の「逆と反例」（仮定・結
論）だけ。集合は扱わない

必要最小限

数列の一般論（等

差数列・数学的帰

納法）

数学 B
Σ は 5-10、漸化式は 6-2（オ
イラー法の形）と 7-10。等差
数列・帰納法はない

微分方程式の数値解に

吸収できる

表 7-1 方針として軽くした内容

内容 指導要領 このシリーズでの扱い 理由

7.2 今の版で扱っていない、または一部だけの内容

このシリーズは、物理や工学で使わない単元は省くか軽くする方針（編集方

針 7）で作っており、次の内容は扱っていません（一部だけ扱うものを含みま

す）。補い方の欄の章を読んだ後に、学校の教科書・問題集で学んでください（図

7-1）。特に、掛け算・割り算の筆算は、今の版の第 1巻では扱っていません。第

1巻を使うときは、小学校の教科書で筆算の練習をしてください。

掛け算・割り算の筆算 小 3・小 4

筆算は、足し算・引き算（1-7）だけ。掛
け算は九九（1-12・1-13）と「3× 10」
程度、割り算は九九の範囲（1-14・
1-15）。23× 14 の筆算は 3-8 のコラム
で「展開」として見せるだけ

1-13・1-15
の後

そろばん 小 3・小 4 扱っていない 1-15 の後

円グラフ・帯グラフ 小 5 扱っていない 2-5 の後

内容 指導要領 このシリーズでの扱い 補い方
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独立な試行・条件付き

確率
数学 A 扱っていない 3-17 の後

統計的な推測（確率分

布・二項分布の名前、

区間推定、信頼区間、

有意水準）

数学 B
正規分布と標本調査（3-17）、𝜎/

√
𝑛

（3-14）。仮説検定は 3-17 の「もっと知
りたい」だけ。区間推定はない

3-17 の後

三次の因数分解・因数

定理・高次方程式
数学Ⅱ

3-8で (𝑎 + 𝑏)3 の展開、9-9で 3次の特
性方程式を扱う程度

3-8 の後

多項式の除法・分数式 数学Ⅱ 9-7 で部分分数の前に 1行使うだけ
3-8 の後
（9-7 の
前に）

等式・不等式の証明 数学Ⅱ 扱っていない（恒等式・係数比較は 3-8） 3-8 の後

二項定理 数学Ⅱ（用語）
語はない。パスカルの三角形（3-8・5-4
の「もっと知りたい」、3-17）

3-8 の後

外分点・軌跡・不等式

の表す領域
数学Ⅱ 扱っていない（内分点は 4-11） 4-11 の後

分数関数・無理関数の

グラフ
数学Ⅲ 𝑦 = 𝑎/𝑥（3-7）だけ 3-7 の後

凹凸・変曲点 数学Ⅲ
5-7「2回微分で、山と谷を見分ける」
まで。変曲点の語はない

5-7 の後

三角形・円の性質（内

心・メネラウスの定理・

チェバの定理・方べき・

接弦定理など）

数学 A
外心（4-2）、重心（4-11）、内接円（4-7
の「もっと知りたい」）だけ

4-2 の後

二次曲線（焦点・準線） 数学 C

放物線（3-9）、だ円（4-8 の「もっと知
りたい」・4-15・8-1）、双曲線は
𝑦 = 𝑎/𝑥 のグラフとして（3-7）。焦点・
準線で 3つをまとめる扱いはない

4-15 の後

内容 指導要領 このシリーズでの扱い 補い方
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数学と人間の活動・数

学と社会生活

数学 A・数学
B の (3)

2-17（2進数）、3-16（最小二乗法）が
近い内容

学校の授

業で

逆三角関数の微分・不

定形の極限（ロピタル

の定理）

大学（微分積

分学）

扱っていない（sin−1 は 4-6 で電卓を
使って角を求めるだけ）

5-15 の後に
大学の教科

書で

表 7-2 今の版で扱っていない、または一部だけの内容

内容 指導要領 このシリーズでの扱い 補い方
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7.3 補い方：どの章の後に学ぶとよいか

7.1・7.2 の内容は、学校の教科書・問題集で補うことができます。次の図は、

このシリーズのどの章を読んだ後に補うとつながりやすいかの例です。かっこの

中は、指導要領で学ぶ学年・科目です。

1-13 掛け算の筆算（小 3）

1-15 割り算の筆算（小 4）、そろばん（小 3・小 4）

2-4 最大公約数・最小公倍数・素因数分解の名前、偶数と奇数（小 5・中 1）

2-5 円グラフ・帯グラフ（小 5）

3-7 分数関数・無理関数のグラフ（数学Ⅲ）

3-8
三次の因数分解・多項式の除法・分数式・因数定理・二項定理・等式と不等

式の証明（数学Ⅱ）

3-17
順列・和の法則と積の法則・独立な試行・条件付き確率（数学 A）、確率分
布・区間推定（数学 B）

4-1 図形の証明・作図（中 1〜中 3・数学 A）、集合と命題（数学Ⅰ）

4-2 三角形・円の性質（内心・方べきなど）（数学 A）

4-11 外分点・軌跡・不等式の表す領域（数学Ⅱ）

4-15 二次曲線の焦点・準線（数学 C）

5-7 凹凸・変曲点（数学Ⅲ）

5-10 等差数列・数学的帰納法（数学 B）

5-15 逆三角関数の微分・不定形の極限（大学の微分積分学）

5-16 回転体の体積・曲線の長さの計算練習（数学Ⅲ）

このシリーズの章 その後に、学校の教科書・問題集で補う内容

図 7-1 補い方の例（章を読んだ後に、学校の教科書・問題集で学ぶ）

多項式の割り算は、第 9巻 9-7でラプラス変換の部分分数に使います。9-7を

読む前に、学校の教科書で学んでおくと安心です。
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7.4 入試との関係

このシリーズは、入試を解くための問題演習を目的にしていません（1.1、企

画の依頼文）。高校入試・大学入試の準備には、この章の内容を含め、学校の教

科書・問題集と併せて使ってください。

なお、令和 7年度の大学入学共通テストの数学では、『数学Ⅰ，数学Ａ』の数

学 Aは「図形の性質」「場合の数と確率」の 2項目から、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学

Ｃ』は数学 Bの「数列」「統計的な推測」と数学 Cの「ベクトル」「平面上の曲

線と複素数平面」の 4項目から 3項目を選んで解答する形で出題され、数学 A・

B・Cの (3) の項目は出題されません。7.1・7.2 の内容のうち、図形の証明・作

図、三角形・円の性質、場合の数、独立な試行・条件付き確率、数列、統計的な

推測、二次曲線は、これらの出題範囲の項目に含まれます。

8 大学の工学部の数学との対応

このシリーズの第 3巻の統計の章、第 4巻の後半、第 5〜9巻は、大学の工学

部の 1〜2年で普通学ぶ数学の土台になっています。科目の名前・中身・学年は

大学や学科ごとに違うので、ここでは実際のシラバスの例から拾った「よくある

範囲」と照らしました（表 8-1・図 8-1）。

微分積分学（1
変数）

極限、逆三角関数とその微

分、高次導関数、テイラー

の定理、積分法

第 5巻（5-3〜5-18）、
テイラー展開 5-17

𝜀-𝛿 論法は使わない（極
限は、数値で近づくよう

すで示す）。逆三角関数

の微分、不定形の極限

（ロピタルの定理）は扱

わない（7.2）

大学の科目
代表的な内容（シラバス

の例）
このシリーズの章

このシリーズで扱わない

こと
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微分積分学（多

変数）

偏微分、全微分、ヤコビア

ン、極値問題、重積分

8-1〜8-4・8-6、ヤコ
ビ行列 7-2

―

線形代数学Ⅰ

行列の演算、行列式、連立

一次方程式（掃き出し法）、

逆行列

7-1・7-3〜7-5 ―

線形代数学Ⅱ

ベクトル空間、線形写像、

固有値・固有ベクトル、対

角化、直交行列

7-2・7-6〜7-10、
9-10・9-11

抽象的なベクトル空間

（行列は 2× 2と 3× 3
の具体的なもの）

常微分方程式
変数分離形、一階線形、高

階線形・連立線形

第 6巻、5-13・5-18
（入口）、9-7・9-10・
9-11

―

ベクトル解析

勾配・発散・回転、線積分・

面積分、ガウス・ストーク

スの定理、直交曲線座標

4-14・4-15、
8-4〜8-12・8-14

―

偏微分方程式

波動方程式・熱伝導方程

式・ラプラス方程式（変数

分離・フーリエ級数による

解法）

8-12・8-13、9-1 ―

複素関数論
正則関数、コーシーの積分

定理、留数定理

6-8〜6-10（複素数と
オイラーの公式まで）

複素関数論（留数定理な

ど）。ラプラス逆変換は

変換表と部分分数で行う

フーリエ解析
フーリエ級数、複素フーリ

エ級数、フーリエ変換
9-1〜9-4・9-12 ―

ラプラス変換
ラプラス変換の性質、微分

方程式への応用
9-5〜9-9 ―

大学の科目
代表的な内容（シラバス

の例）
このシリーズの章

このシリーズで扱わない

こと
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確率統計
確率変数、二項・ポアソ

ン・正規分布、推定と検定
3-13〜3-17、6-4

区間推定（仮説検定は

3-17 の「もっと知りた
い」だけ）

表 8-1 大学の工学部の数学の科目と、このシリーズの章

大学の科目
代表的な内容（シラバス

の例）
このシリーズの章

このシリーズで扱わない

こと

※「代表的な内容」は、東北大学・京都工芸繊維大学・北海道大学・神戸大学・東京農工大学のシラバ

スなどから拾った例です（出典の U1〜U6・U8・U9）。確率統計は、工学部向けのシラバスの例を
確かめられなかったため、数学科向けのシラバスを目安にしました。

※第 9巻の終章（9-13）にも、電気回路・制御工学・信号処理・機械力学・流体力学・電磁気学など
の専門の科目と、その土台になる巻・章の表があります。

第 3 巻 第 4 巻 第 5 巻 第 6 巻 第 7 巻 第 8 巻 第 9 巻

微分積分学（1 変数） 1 年前期

微分積分学（多変数） 1 年後期

線形代数学Ⅰ 1 年前期

線形代数学Ⅱ 1 年後期

常微分方程式 1〜2 年

ベクトル解析 2 年

偏微分方程式 2 年

複素関数論 2 年

フーリエ解析 2 年

ラプラス変換 2 年

確率統計 1〜2 年

土台の中心 一部・入口

図 8-1 大学の工学部の数学の科目と、その土台になる巻（学年はよくある例）
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9 ★と学年の目安の読み方

9.1 ★は「このシリーズの中での難しさ」の目安

各章と「できるようになること」の各項目には、★を 1〜5 個付けています。

★は、このシリーズの中での難しさ、つまり、その章でどの道具を使うかの目安

です。編集を始めるとき、★の数を次のように決めました。これは、おおよその

目安です。

★ 内容の高さ（おおよその目安）
子どもへの言い方（山

登り）

★ 小 4まで はじめの一歩

★★ 小 5〜中 1 ふもとを歩く

★★★ 中 2〜高 1 山を登る

★★★★ 高 2〜高 3 尾根を歩く

★★★★★ 大学（工学部） 頂上をめざす

表 9-1 ★の数と、内容の高さのおおよその目安

ただし、★は指導要領の学年と一対一には対応していません。同じ指導要領

の内容でも、このシリーズの書き方でたどれる高さに合わせて★を付けたため、

目安の表より低い★が付いている章があります。たとえば、数学Ⅱ（一般的な

例では高校 2 年）の内容は、目安の表どおりなら★★★★ですが、次の図のよ

うに★★〜★★★の章がいくつもあります。反対に、目安の表より高い★が付

いている章は見つかりませんでした。なお、章の★が低くても、「できるように

なること」の項目の★は目安の表どおりの章があります（4-2 の弧度法の項目は

★★★★。9.4）。
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★

★★

★★★

★★★★

★★★★★
目安の表で、数学Ⅱ（高 2 の例）に当たる★

2-7 3-11 3-12 4-8 4-9 5-1 5-2 5-3 5-9 6-8

図 9-1 数学Ⅱの内容を中心に扱う章と、その章の★（線の長さは★の範囲）

※図の章と、数学Ⅱに当たる内容：2-7 0乗・負の指数／ 3-11指数関数／ 3-12対数／ 4-8三角関数
／ 4-9加法定理／ 5-1平均の速さ（平均変化率）／ 5-2極限の入口／ 5-3微分係数・導関数／ 5-9
面積と道のり／ 6-8 複素数

このように★が低くなっているのは、編集方針 8にあるように、図・実験・表

計算でたどれる書き方を選んでいるためです。★は「学校の何年生の内容か」で

はなく、「このシリーズの中で、どれくらいの道具を使うか」と読んでください。

学校の学年との対応は、4章の図と表、付録 A・付録 Bで確かめてください。

9.2 3つの段の章の★

6-10〜6-14、 7-7〜7-10、 8-1〜8-13、 9-1〜9-11 の各章（第 6〜9 巻の

★★★★★の章は、読みものと終章を除いてすべて含まれます）は「目で

わかる→手でわかる→式でわかる」の 3段で書かれていて（1.5、図 1-6）、「で

きるようになること」の 3つの項目の★は、普通、段ごとに★★★・★★★★・

★★★★★と並んでいます。章の帯に★★★★★とあっても、前の 2 段は

★★★以下の道具（図・実験・表計算・プログラム）だけでたどれます。大学の

内容の章を中学生・高校生が読むときは、「手でわかる」の終わりの「ここまで

で十分」の旗まで読めれば、その章のゴールに着いたと考えてください。
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9.3 学年の目安の読み方

4章の「学年の目安」は、編集のときに決めた目安です。巻の中には、その学

年より前や後に学校で習う内容も含まれています（図 4-1）。学年の目安は「その

学年になったら、この巻を読む」という決まりではありません。お子さんが学校

でいま何を習っているかと、付録 Aの対応表から、読み始める巻と章を選んで

ください。生徒用の紙面には学年を書いていないので、学年の目安より早く読ん

でも、遅く読んでも、子ども自身は気にせずに読めるようになっています。

9.4 照らし合わせるときの注意

・1つの章が、いくつかの学年にまたがります。★が範囲になっている章が 34あ

ります（例：2-2★〜★★、3-8★★〜★★★）。★が 1つの章でも、1-2（小

1〜小 3）、2-6（小 4〜中 3）、3-13（小 6〜数学Ⅰ）、4-2（小 3〜数学 C）のよ

うに、いくつかの学年にまたがる章が多くあります。章の中の「できるように

なること」の各項目にも★が付いているので、項目ごとに照らすと正確です。

・章の★より高い項目があります。3-5（項目に★★★）、4-2（項目に★★★★：

ラジアン）、5-8（項目に★★★）、6-2（項目に★★★）。

・「もっと知りたい」は発展です。章より★が高いことが多く、章の本体とは分け

て数えています。

・物理・工学の題材は、算数・数学の単元そのものではありません。「物理・工学

ではこう使う」のオームの法則（2-15）やコンデンサーの回路（6-4）などは

理科の内容に当たります。理科の指導要領との対応は、この本では扱っていま

せん。
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10 授業・家庭での使い方の例

10.1 ご家庭で使うときに

ノート・電卓・表計算・巻末の使い方は、第 1章（1.8・1.9）にまとめました。

ここでは、そばで見守る方へのお願いを挙げます。

・例題と「じぶんでとこう」で、章末問題に出てくる問題の形を、すべて 1回ず

つ見せています。章末問題で手が止まったら、同じ形の例題に戻るよう声をか

けてください。

・1回で分からなくても大丈夫です。章の「ふりかえり」の各項目に、戻るペー

ジが書いてあります。

・学年の目安より早く読んでも遅く読んでも構いません（9.3）。生徒用の紙面に

は学年を書いていないので、「何年生の内容か」を本人に伝える必要はありま

せん。

・7章の内容（掛け算・割り算の筆算など）は、学校の教科書・問題集で補って

ください（図 7-1）。

10.2 学校で使うときに

・章の流れはどの章も同じです（はてな？ →やってみよう→数学の道具→例題

→じぶんでとこう→まちがえやすいところ→物理・工学ではこう使う→章末問

題）。授業の 1時間を、この流れの一部に当てることができます。

・「まちがえやすいところ」は、×と○を 1行ずつ並べ、なぜ間違いかを書いて

います。授業でのつまずきの確認に使えます。

・用語・書き方が学校の教科書と違う所（表 3-3）があります。特に虚数単位を

𝑗 と書く点（6-8 から）は、生徒に伝えてください。
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10.3 目的に合わせた使い方

学校の授業と並べて

使う

付録 Aで、いま学校で習っている単元の章を探します。章の初めの
「はてな？」と、終わりの「物理・工学ではこう使う」を先に読む

と、その単元が何に使われるかが分かります

先へ進む

巻の順に読むのが基本です。章の帯の下の「道しるべ」に、前に読

む章とこの先の章が書いてあります。自分の読める★まで読んで、

先へ進んでもかまいません

学び直す
第 1章の「どこから始めるか」（1.7）で、始める巻を選びます。分
からない所は、道しるべの「この章の前に」の章へ戻ります

大学の工学に備える

8章の表で、学ぶ科目の土台になる巻を選びます。3つの段の章は
「ここまでで十分」の旗まで読み、その後「式でわかる」で専門書の

書き方に慣れます

理科の授業とつなぐ

「物理・工学ではこう使う」や「やってみよう」の実験は、理科の授

業の導入や発展に使えます（例：2-15 のばねとオームの法則、6-4
のコンデンサーの放電）

表 10-1 目的に合わせた使い方の例

目的 使い方の例

10.4 付録の使い方

この本の巻末には、2つの付録があります。付録 Aは学習指導要領の側から、

付録 Bはシリーズの側から引く表です。お子さんが学校でいま習っている単元

から章を探すときは付録 Aを、シリーズの章が学校のどの学年の内容に当たる

かを知りたいときは付録 Bを使ってください。

学習指導要領の項目

（学年・科目・番号）

シリーズの章

（全 152章）

付録 A：項目から章を引く

付録 B：章から学年・科目を引く

図 10-1 2つの付録の引き方
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メモ
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A
付録 A　学習指導要領の項目から
シリーズの章へ

この付録は、現行の学習指導要領（小学校・中学校は平成 29年告示、高等学

校は平成 30年告示）の算数・数学の項目ごとに、このシリーズのどの章で扱っ

ているか、どのくらい扱っているかを示した一覧です。小学校第 1 学年から順

に、中学校、高等学校の数学Ⅰ・数学 A・数学Ⅱ・数学 B・数学Ⅲ・数学 Cの順

に並べています。

•「番号」は、学年（科目）・領域・項目の番号です。例えば「小 3-A(4)ア (ｴ)」

は、小学校第 3学年の A（数と計算）の (4)のアの (ｴ)を表します。「語」は

〔用語・記号〕、「扱」は「内容の取扱い」の番号です。小学校の Cは、第 1〜3

学年が「測定」、第 4〜6学年が「変化と関係」です。

•「項目（要点）」は、指導要領の言葉を短くしたものです。正確な文は、指導要

領の本文をご覧ください。

•「扱っている章」の 1-4 などは章の番号（巻-章）です。「」の中は、その章の

小見出しなどの題です。もっと は、章の中の発展の囲み「もっと知りたい」を

表します。

• 高等学校の科目を履修する学年は学校によって異なります。一般的な例は、数

学Ⅰ・数学 Aが 1年、数学Ⅱ・数学 Bが 2年、数学Ⅲ・数学 Cが 3年です

（指導要領で決められているものではありません）。

•「なし」「一部」の項目を補う方法は、「含めていない・軽く扱う内容と、補い

方」の章をご覧ください。
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「扱い」の記号

同 指導要領とほぼ同じ範囲・深さで

扱う

後 後回し（その巻の「学年の目安」

が、指導要領の学年より上。例：

小 3の内容を第 4巻で）

詳 詳しく（指導要領より深い・広

い。証明を 2通りにする、一般の

形まで進むなど）

一部 一部だけ（語・考えの一部、

「もっと知りたい」だけ、コラム

だけなど）

先 先取り（その巻の「学年の目安」

が、指導要領の学年より下）

なし 扱わない

「先」「後」は、その巻の学年の目安と指導要領の学年を比べたもので、内容の深さ（同・

詳・一部）とは別に書いています（例：同 後）。「一部 ／ なし」は、項目の中の事項

によって扱いが分かれることを表します。範囲外は、指導要領の本文にない内容（数

学Ⅲの注の微分方程式）を、このシリーズで扱っていることを表します。

A.1 小学校　第 1学年

小 1-A(1) 数の構成と表し方 1-1（1対 1対応・数える・
順序と大小・「どれも 3」）、
1-2（10のまとまり・一の
位・十の位・1〜100の表・
100・1000・10000）、1-6
（数直線）、1-4（いくつとい
くつ＝ア (ｴ)）

同 1-2 は 1000・
10000 まで進む
（小 2〜小 3の範
囲も含む）

小 1-A(2) 加法及び減法 1-4（あわせる・ふえる・
10をこえる足し算・0の足
し算）、1-5（のこり・ちが
い・かわった量・くり下が

り）、1-7（何十の計算）

同 1-5 は「かわった
量」（変化量）を

足している（路線

①の始発）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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小学校　第 1 学年（前のページからの続き）

小 1-B(1) 図形（形） 1-19（三角形・四角形・円、
つつ・はこを転がす）

一部 ア (ｳ)の方向や位
置を表す言葉（前

後・左右・上下）

を教える節はな

く、右・左は 1-6
の数直線（右へ進

む・左へ戻る）や

1-2の位（左の位）
で使うだけ

小 1-C(1) 量の大きさの比較 1-1（ペアにして比べる）、
1-8（1 cm のいくつ分）、
1-9（てんびんで重さを比
べる）、1-21（マスの数で
広さを比べる）

同

小 1-C(2) 時刻の読み方 1-10 同

小 1-D(1) 数量の整理（絵や図） 1-17（数えて表に・ぼうグ
ラフ）

同 「絵グラフ」の語

はない

小 1-語 一の位、十

の位、＋、－、＝

1-2・1-4・1-5 同 記号カー

ド：＋・＝（1-4）、
－（1-5）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.2 小学校　第 2学年

小 2-A(1) 数の構成と表し方（4
位数まで・十や百を単

位・積としてみる・簡

単な分数）

1-2（1000・10000）、1-6
（1目もり 10・100の数直
線）、1-12・1-13（積とし
てみる）、1-16（1/2・1/4）

同

小 2-A(2) 加法及び減法（2位
数・筆算・性質・相互

関係）

1-7「ひっ算とくり上がり」
「ひっ算とくり下がり」「こ

たえをたしかめよう」

同

小 2-A(3) 乗法（意味・九九・性

質・2位数× 1位数）
1-12（意味・アレイ・2〜5
のだん）、1-13（九九の表・
ふえ方・入れかえても同

じ・だんをたしてつくる・

3× 10）

同

（ア (ｵ)は
一部）

ア (ｵ)「簡単な場
合の 2位数と 1位
数の乗法」は、

1-13 の「3
× 10」、1-20 の
「30× 4」程度

小 2-B(1) 三角形や四角形などの

図形（箱の形を含む）

1-19「三角形と四角形」
「直角」「直角のある 形」

同

（ア (ｳ)は
一部）

ア (ｳ)「箱の形」
は、1-19 のはて
な？ で「はこ」を

転がす程度

小 2-C(1) 長さ（mm・cm・m）、
かさ（mL・dL・L）

1-8、1-9 同

小 2-C(2) 時間の単位（日・

時・分）

1-10「60分で 1時間」「午
前と午後」

同

小 2-D(1) 簡単な表やグラフ 1-17 同

小 2-語 直線、直角、頂点、辺、

面、単位、×、＞、＜

1-19（辺・ちょう点・直
角）、1-12（×）、2-2（＜・
＞）

一部 後 ＞・＜は第 1巻に
ない（第 2巻 2-2
で不等号）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）



保護者・先生のための本

58

小学校　第 2 学年（前のページからの続き）

小 2-扱 (2)（）や□の式 (3)
交換・結合法則 (4)乗
数が 1ずつ増える (5)
敷き詰め

(3)(4)＝ 1-13「入れかえて
も同じ」「ふえかたのきま

り」、2-11（結合・分配）。
(2)＝ 2-11

一部

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.3 小学校　第 3学年

小 3-A(1) 整数の表し方（万の単

位、10倍・1/10）
1-2「1000と 10000」、2-1
「10倍すると、小数点が右
へ 1つ」、2-7（万・億・兆
の表）

一部 後 「万の単位」の読

み書きの節は第 1
巻にない。万→億

→兆は 2-7

小 3-A(2) 加法及び減法（3位
数・4位数）

1-7「100をこえる た
し算」

同

小 3-A(3) 乗法（2位数・3位数
× 1位数・2位数、
筆算）

1-13（3× 10）、1-20（30
× 2〜30× 6）。筆算の形
は 3-8 のコラム「かけ算の
筆算も、展開だった」（23
× 14）だけ

一部 掛け算の筆算の節

はない

小 3-A(4) 除法（意味・余り・乗

法との関係・九九で求

める・商が 2位数）

1-14（等分除・包含除・九
九で見つける・1でわる・0
では分けられない）、1-15
（余り・確かめの式）

同

（ア (ｵ)は
なし）

除法の例は九九の

範囲（10
÷ 2〜32÷ 8 な
ど）。ア (ｵ)「商が
2位数」はない

小 3-A(5) 小数（1/10 の位、
加減）

1-16「1を 10に分けた 1
つ分：0.1」、2-1（1/10・
1/100 の位）

同 計算は 2-4

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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小学校　第 3 学年（前のページからの続き）

小 3-A(6) 分数（等分・単位分

数・簡単な加減）

1-16（1/2・1/4、0.5と
1/2は同じ）、2-4（足し算・
引き算）

一部 後 第 1巻は 1/2・
1/4 まで

小 3-A(7) 数量の関係を表す式

（□）

2-11「ことばの式を、□で
短く書く」

同 後

小 3-A(8) そろばん なし なし どの巻にも語が

ない

小 3-B(1) 二等辺三角形・正三角

形、作図、角、円・球

円・中心・半径・直径・コ

ンパス＝ 1-19「円とタイ
ヤ」。角＝ 1-20。二等辺三
角形・正三角形＝ 4-1（対
称で性質を説明）。球＝ 4-5

一部 後 定規とコンパスで

二等辺三角形をか

く作図はない

小 3-C(1) 長さ（km）、重さ
（g・kg）、測定

1-9「おもさのたんい：g
と kg」、1-11（目もり・は
かり）、km は 2-10（接
頭語 k）

一部 後 第 1巻に km は
ない

小 3-C(2) 時刻と時間（秒、時間

を求める）

1-10「時こくと時間」
「もっと みじかい時

間：秒」

同

小 3-D(1) 表と棒グラフ 1-17「1目もりの大きさ」
「1目もりのきめかた」

同

小 3-語 等号、不等号、小数

点、1/10の位、数直
線、分母、分子、÷

1-4（＝）、1-6（数直線）、
1-14（÷）、1-16（小数点）、
2-1（1/10の位）、2-2（不
等号）、2-4（分母・分子）

同

（不等号

は後）

小 3-扱 (7)トン（t）、接頭語
（k・m）

2-10「大きさを表す記号：
k・m・μ」

詳 後

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.4 小学校　第 4学年

小 4-A(1) 整数の表し方

（億・兆）

2-7「大きな数は、10の累
乗で」

同

小 4-A(2) 概数（四捨五入・見

積り）

2-6「がい数と四捨五入」 同 「概数」の語はな

く「がい数」

小 4-A(3) 整数の除法（筆算、被

除数＝除数

×商＋余り）

ア (ｳ)＝ 1-15「たしかめの
しき」

一部 割り算の筆算の節

はない

小 4-A(4) 小数の仕組みと計算 2-1、2-4 同

小 4-A(5) 分数（等しい分数・同

分母の加減）

2-4「大きさの同じ分数：約
分と通分」

同 真分数・仮分数・

帯分数の語も 2-4

小 4-A(6) 数量の関係を表す式

（四則混合・（）・公

式・□△）

2-11、2-13 同

小 4-A(7) 計算に関して成り立つ

性質

2-11「文字で、いつでも成
り立つきまりを書く」、

1-13

同

小 4-A(8) そろばん なし なし

小 4-B(1) 平面図形（平行・垂

直、平行四辺形・ひし

形・台形）

4-1（⊥・∥、平行線と角）、
4-5（平行四辺形・台形・ひ
し形の面積）

同 後

小 4-B(2) 立体図形（立方体・直

方体、見取図・展

開図）

2-7（見取図）、4-5「展開図
と表面積・回転体」、4-13
（投影図・空間の平行垂直）

同 後

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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小学校　第 4 学年（前のページからの続き）

小 4-B(3) ものの位置の表し方 3-2（座標）、3-2 もっと
「部屋の中を飛ぶハエは、3
つの数」、4-13

詳 後

小 4-B(4) 平面図形の面積

（cm2・m2・km2、正

方形・長方形）

1-21「1cm2」「長方形の面

積はかけ算で」「大きな広

さ：1m2」、2-10「面積・体
積の換算」

同 先 小 4-扱 (8) アー
ル・ヘクタールは

ない

小 4-B(5) 角の大きさ（度・

測定）

1-20 同 先

小 4-C(1) 伴って変わる二つの数

量（折れ線グラフ）

1-18 同 先 「かたむきが急な

ほど、はやくかわ

る」は傾き（中 2）
の種

小 4-C(2) 簡単な場合についての

割合

2-5「割合：もとにする量を
1とみる」

同

小 4-D(1) データの分類整理（二

つの観点・折れ線グ

ラフ）

ア (ｲ)＝ 1-18 一部

小 4-語 和・差・積・商、以

上・以下・未満、真分

数・仮分数・帯分数、

平行・垂直・対角線・

平面

2-2（以上・以下・未満）、
2-4（真分数など）、4-1（平
行・垂直）、4-13（平面）

同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.5 小学校　第 5学年

小 5-A(1) 整数の性質（偶数・奇

数、約数・倍数）

2-4（公約数・公倍数・素
数）、2-9 もっと「

√
2が分

数で書けないわけ」（偶数・

奇数の定義）

一部 偶数・奇数を定義

するのは 2-9 の
「もっと知りたい」

（★★★）だけ。

「最大公約数」「最

小公倍数」の語は

ない（「公倍数で

いちばん小さい

数」と言う）

小 5-A(2) 整数及び小数の表し方

（小数点の移動）

2-1 同

小 5-A(3) 小数の乗法及び除法 2-4「0と 1のあいだの数
をかける・わる」

同

小 5-A(4) 分数の意味と表し方 2-4「分数は、わり算の
答え」

同

小 5-A(5) 分数の加法及び減法

（異分母）

2-4「たし算・ひき算は、通
分してから」

同

小 5-A(6) 数量の関係を表す式 2-11、2-15 同

小 5-B(1) 平面図形（合同・多角

形・正多角形・円

周率）

4-1（合同と対称・多角形の
内角と外角・正多角形）、

2-9「円周率 𝜋」

同 後

（𝜋 は同）

プログラミングで

正多角形をかく例

（小 5-プログラミ
ング）はない

小 5-B(2) 立体図形（角柱・

円柱）

4-5「柱の体積：底面積
×高さ」

同 後

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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小学校　第 5 学年（前のページからの続き）

小 5-B(3) 平面図形の面積（三角

形・平行四辺形・ひし

形・台形）

4-5 同 後

小 5-B(4) 立体図形の体積

（cm3・m3、直方体・

立方体）

2-7「面積は 2乗、体積は
3乗」、2-10、4-5

同

小 5-C(1) 比例（簡単な場合） 2-15 同

小 5-C(2) 速さなど単位量当たり

の大きさ

2-3「わり算で『1あたりの
量』」、2-10「時速を秒速に
直す」

同

小 5-C(3) 割合・百分率 2-5「百分率：もとを 100
とみる」、2-5 で歩合

同

小 5-D(1) 円グラフ・帯グラフ、

統計的な問題解決

なし なし 円グラフ・帯グラ

フはどの巻にもな

い。統計的な問題

解決の手順（問い

→計画→データ

→分析→結論）と

しての節はない。

データの集め方・

表・グラフは

1-17・1-18・
3-14〜3-16 など
で扱う

小 5-D(2) 平均 2-6「平均：でこぼこをなら
して 1つの数にする」、
3-13

同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）



保護者・先生のための本

64

小学校　第 5 学年（前のページからの続き）

小 5-語 最大公約数、最小公倍

数、通分、約分、底

面、側面、比例、％

2-4（通分・約分）、2-5
（％）、2-15（比例）、4-5
（底面）

一部 最大公約数・最小

公倍数の語はない

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.6 小学校　第 6学年

小 6-A(1) 分数の乗法及び除法 2-4「かけ算は、面積図で」
「わり算（その 2）：なぜ、
上と下を入れかえた数をか

けるの？」

同

小 6-A(2) 文字を用いた式 2-11「□のかわりに、文字
を使う」

同

小 6-B(1) 縮図・拡大図、対称な

図形

4-3「拡大図・縮図と縮尺」、
4-1「ずらす・回す・裏返
す：合同と対称」

同 後

小 6-B(2) 概形とおよその面積 4-5「方眼で数えて、細かく
するほど正確に」、5-9
もっと「グラフが曲がって

いても、マスを数えればお

よそわかる」

同 後

小 6-B(3) 円の面積 4-5「円の面積：細いおうぎ
形に切って並べかえる」

同 後 4-2 は「4-5 でく
わしく」と先に

使う

小 6-B(4) 角柱及び円柱の体積 4-5 同 後

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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小学校　第 6 学年（前のページからの続き）

小 6-C(1) 比例（反比例は「知

る」程度）

2-15「かけると一定：反比
例」、3-7（反比例のグラフ）

詳 反比例を xy 一
定・グラフ・pV
一定まで扱う

小 6-C(2) 比 2-5「比と比の値」「比はか
け算でつなげる」

同

小 6-D(1) データの考察（代表

値・度数分布）

3-13「1つの数で代表させ
る：平均・中央値・最頻値」

「数を区切って数える：度数

分布表」、2-6（点を並べ
た図）

同 後 「ドットプロット」

の語は紙面にない

（2-6 は点を並べ
た図で、名前は付

けていない）

小 6-D(2) 起こり得る場合 3-17「場合を数えて、確率
を求める」（表・樹形図）

同 後

小 6-語 線対称・点対称・対称

の軸・対称の中心、比

の値、ドットプロッ

ト、平均値・中央値・

最頻値・階級、：

4-1（線対称・点対称）、2-5
（比の値・：）、3-13（中央
値・最頻値・階級）

一部 ドットプロットの

語なし（上）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.7 中学校　第 1学年

中 1-A(1) 正の数・負の数（扱

(1)素数の積）
2-2（正負の数の四則）、2-4
（素数の掛け算に分ける）

同 「素因数分解」の

語はない

中 1-A(2) 文字を用いた式 2-11、2-12、2-13 同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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中学校　第 1 学年（前のページからの続き）

中 1-A(3) 一元一次方程式（扱

(4)比例式）
2-14「等式は天びん」「移
項」、2-16「1次方程式の解
き方」、比例式＝ 3-3「いろ
いろな関数」の中の段

同

中 1-B(1) 平面図形（基本的な作

図、移動）

移動＝ 4-1「ずらす・回す・
裏返す」、4-10「平行移
動」。作図＝ 4-2「垂直二等
分線と、円の中心」（紙を

折って見つける）

一部 後 角の二等分線・垂

線の作図はない

中 1-B(2) 空間図形（位置関係、

扇形、表面積と体積）

4-13（ねじれの位置・投影
図）、4-2「おうぎ形の弧と
面積は、中心角に比例す

る」、4-5「すいの体積」「球
の体積と表面積」

同 後

中 1-C(1) 比例・反比例（関数・

座標・表式グラフ）

2-15、3-1（変数・変域）、
3-2（座標）、3-3（関数）、
3-7

同 詳

中 1-D(1) データの分布（ヒスト

グラム・相対度数）

3-13「柱のグラフにする：
ヒストグラム」

同 後 累積度数も 3-13

中 1-D(2) 多数回の試行による

確率

3-17「たくさんくり返す
と、割合が落ち着く」

同 後 表計算の RAND-
BETWEEN で
試す

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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中学校　第 1 学年（前のページからの続き）

中 1-語 自然数・素数・符号・

絶対値・項・係数・移

項・≦≧、弧・弦・回

転体・ねじれの位置・

𝜋・∥・⊥・∠・△、

関数・変数・変域、範

囲・累積度数

2-2・2-4・2-9・2-12・
2-14・3-1・3-2・3-13・
4-1・4-2・4-5・4-13

同

中 1-扱 (5)円の接線は半径に
垂直 (6)投影図

4-2「円の接線は、半径に垂
直」、4-13「空間の形を紙
にかく：投影図」

同 後

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.8 中学校　第 2学年

中 2-A(1) 文字を用いた式（整式

の加減・単項式の乗

除・式の変形）

2-12、2-14「x＝ vt から、
時間を求める式を作る」、

3-8

同 先

中 2-A(2) 連立二元一次方程式 3-6 同 もっと「3つの文
字の連立方程式」

（★★★）

中 2-B(1) 平行線や角、多角形

の角

4-1「平行線と角：対頂角・
同位角・錯角」

同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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中学校　第 2 学年（前のページからの続き）

中 2-B(2) 図形の合同（合同条

件・証明）

4-1「三角形が 1つに決ま
る条件：合同条件」「三角形

の内角の和は 180°」

一部 証明は「内角の

和」の 1題。二等
辺三角形・平行四

辺形の性質は対称

で説明し、証明し

ない

中 2-C(1) 一次関数（二元一次方

程式を関数とみる）

3-5、3-6「交わる点は、2
つの式を同時にみたす」

同

中 2-D(1) 四分位範囲・箱ひげ図 3-13「4つに分けて見る：
四分位数と箱ひげ図」

同

中 2-D(2) 場合の数を基にして得

られる確率

3-17 同

中 2-語 同類項、対頂角・内

角・外角・定義・証

明・逆・反例・≡、変

化の割合・傾き

2-12、4-1「逆と反例」、4-3
（≡の記号カード）、3-5

同

中 2-扱 (1)正方形・ひし形・
長方形は平行四辺形の

特別な形

4-1（「ひし形は、正方形で
はない」：逆と反例）、4-5
「台形・ひし形・多角形」

（ひし形の定義と面積）

一部

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.9 中学校　第 3学年

中 3-A(1) 平方根 2-8（√・√どうしの掛け
算）、2-9（無理数）、3-10
「√のついた数の計算」（有

理化）

同 先 2-8・2-9 は★★
の章（第 2巻）

中 3-A(2) 式の展開と因数分解 3-8、3-10「かけ算の形に
直す：因数分解」

同

中 3-A(3) 二次方程式（解の

公式）

3-10 詳 判別式・2次不等
式まで（数Ⅰ・数

Ⅱの内容）

中 3-B(1) 図形の相似（相似条

件・面積比・体積比、

平行線と線分の比）

4-3 同 相似の証明の場面

はない

中 3-B(2) 円周角と中心角 4-2「円周角は、中心角の
半分」

同

中 3-B(3) 三平方の定理 4-4「どんな直角三角形で
も成り立つわけ：2通りの
証明」

詳 指導要領は「証明

できることを知

る」。シリーズは 2
通りの証明を本文

で見せる

中 3-C(1) 関数 y＝ ax2 3-9 同

中 3-D(1) 標本調査 3-17「全部を調べずに、一
部から全体を知る：標本調

査」（母集団・標本・無作

為・全数調査）

同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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中学校　第 3 学年（前のページからの続き）

中 3-語 根号・有理数・無理

数・因数・√、∽、全

数調査

2-8・2-9・3-10・4-3・3-17 同

中 3-扱 (1)誤差・近似値・
𝑎 × 10𝑛 (2)実数解を
もつ二次方程式 (4)円
周角の定理の逆

(1)＝ 2-6（誤差・有効数
字）、2-7（10の累乗）

同 先 (2)：シリーズは
6-8 で虚数解まで
進む

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.10 高等学校　数学Ⅰ

数Ⅰ-(1)ア
(ｱ)

実数、無理数の四則 2-9、3-10 同 先

数Ⅰ-(1)ア
(ｲ)

集合と命題 4-1「逆と反例」（仮定・
結論）

一部 集合はなし（「集

合」の語は 4-0 の
「集合場所」だ

け）。「命題」の語

も 4-1 にない。
「必要十分条件」

の語は 7-5 の専門
書の囲みに出る

数Ⅰ-(1)ア
(ｳ)

二次の乗法公式・因数

分解

3-8、3-10 同 先

数Ⅰ-(1)ア
(ｴ)

一次不等式 3-5「どこから上にな
る？ ：1次不等式の入り
口」、2-2（不等号）

一部 先 「入り口」の扱い

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学Ⅰ（前のページからの続き）

数Ⅰ-(2)ア
(ｱ)(ｲ)

三角比（鋭角・鈍角） 4-6、4-7「三角形の名前の
つけ方と、鈍角の三角比」

同 数Ⅰ-扱 (3) 0°・
90°・180° は 4-6
「0°から 180°ま
での三角比」

数Ⅰ-(2)ア
(ｳ)

正弦定理・余弦定理 4-7 詳 ロボットの腕の順

運動学・逆運動

学、力の三角形に

使う

数Ⅰ-(3)ア
(ｱ)(ｲ)

二次関数のグラフ・最

大最小

3-9 同 先

数Ⅰ-(3)ア
(ｳ)

二次方程式・二次不等

式とグラフ

3-10「式がプラスになるの
は、どこ？」

同 先 本文に「高校では

『2次不等式』とし
て学びます」と

ある

数Ⅰ-(4)ア
(ｱ)

分散・標準偏差・散布

図・相関係数

3-14、3-15 詳 先 共分散、𝜎/
√

𝑛

（3-14）、相関係
数＝偏差ベクトル

の向き（4-12）

数Ⅰ-(4)ア
(ｲ)

コンピュータでの整理 2-18（表計算）、3-14・
3-15

同

数Ⅰ-(4)ア
(ｳ)

仮説検定の考え方 3-17 もっと「このコイン
は、いかさま？（仮説

検定）」（★★★）

一部 「もっと知りたい」

だけ

数Ⅰ-(4)語 外れ値 3-13、3-15 同

数Ⅰ-扱 (2)有限小数・循環
小数

2-9「分数を小数にすると、
終わるかくり返す」

同 先

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.11 高等学校　数学A

数 A-(1)ア
(ｱ)

三角形の性質 4-1（内角の和）、4-2（外
心）、4-11（重心）、4-7
もっと「3辺から面積：ヘ
ロンの公式と内接円」

一部 内心・メネラウ

ス・チェバの語は

ない

数 A-(1)ア
(ｲ)

円の性質 4-2（円周角・接線） 一部 方べき・接弦定理

の語はない

数 A-(1)ア
(ｳ)

空間図形 4-13 一部 多面体の語はない

数 A-(1)イ 作図 なし なし

数 A-(2)ア
(ｱ)

数え上げの原則 3-17（表・樹形図で数える） 一部 和の法則・積の法

則の名前はない

数 A-(2)ア
(ｲ)

順列・組合せ 3-17「コインの表の枚数を
数える：パスカルの三角形」

（組合せ・𝑛C𝑟）、3-17
もっと「数の爆発：トラン

プの並べ方」

一部 「順列」の語・

𝑛P𝑟 はない

数 A-(2)ア
(ｳ)

確率・期待値 3-17「たくさんやったとき
の平均：期待値」

同

数 A-(2)ア
(ｴ)

独立な試行 なし なし 3-17 もっとで
「べつべつにふっ

たサイコロの和で

は、分散がたし算

になる」と言う

だけ

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学 A（前のページからの続き）

数 A-(2)ア
(ｵ)

条件付き確率 なし なし

数 A-(2)語 𝑛P𝑟・𝑛C𝑟・階乗・

n!・排反
𝑛C𝑟 ＝ 3-17（記号カー
ド）、階乗・n!＝ 5-17

一部 𝑛P𝑟・排反はない

数 A-(3) 数学と人間の活動（整

数の性質を含む）

2-17（2進数・16進数）、
2-4（素数・公約数・公倍
数）、2-9 もっと（偶数・
奇数）

一部 内容の取扱い (4)
に約数・倍数、

ユークリッドの互

除法、二進法、座

標の考え方が挙が

る（互除法はシ

リーズにない）。

シリーズの 2-17
は「2進数」「16
進数」の語で扱う

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.12 高等学校　数学Ⅱ

数Ⅱ-(1)ア
(ｱ)

三次の乗法公式・因数

分解

3-8「立方体で見る
(a＋ b)3」

一部 先 三次の因数分解の

公式はない

数Ⅱ-(1)ア
(ｲ)

多項式の除法・分数式 9-7（部分分数の前に
「2s＋ 5＝ 2(s＋ 2)＋ 1」
の 1行）

一部 除法の節はない

数Ⅱ-(1)ア
(ｳ)

複素数の四則 6-8 同 後 虚数単位は j（iは
電流に使う）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学Ⅱ（前のページからの続き）

数Ⅱ-(1)ア
(ｴ)

判別、解と係数の関係 3-10（判別式）、6-8「2次
方程式の、虚数の解」、

6-12（解と係数の関係）

同

数Ⅱ-(1)ア
(ｵ)

因数定理・高次方程式 9-9「3次の特性方程式：強
くしすぎると、こわれる」、

6-8 もっと「複素数まで広
げれば、…」

一部 因数定理・剰余の

定理の語はない

数Ⅱ-(1)イ 等式・不等式の証明 なし なし 恒等式・係数比較

は 3-8 にある

数Ⅱ-(1)語 二項定理・虚数・i 二項定理＝ 3-8 もっと「係
数のならび：1・2・1、1・
3・3・1」（パスカルの三角
形）、5-4 もっと「どんな
n でも成り立つわけ」
（(x＋ h)𝑛 の係数）、

虚数＝ 6-8

一部 「二項定理」の語

はない。i では
なく j

数Ⅱ-(2)ア
(ｱ)

内分点・外分点・2点
間の距離

4-11（内分点）、4-4「座標
の上の 2点の距離」

一部 外分点はない

数Ⅱ-(2)ア
(ｲ)

直線と円の方程式 3-5（2点・1点と傾きから
直線の式）、4-4
（(𝑥 − 𝑎)2 + (𝑦 − 𝑏)2= 𝑟2）、

4-12 もっと「点と直線の
距離、直交する 2直線」

同 先

数Ⅱ-(2)ア
(ｳ)

軌跡 なし なし 9-9 の「根軌跡」
は制御の用語で別

もの

数Ⅱ-(2)ア
(ｴ)

不等式の表す領域 なし なし

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学Ⅱ（前のページからの続き）

数Ⅱ-(3)ア
(ｱ)

指数の拡張（整数→有

理数）

2-7「0乗とマイナスの指
数」、2-12、3-11「分数の
指数」

同 先 0乗・負の指数は
第 2巻
（★〜★★）

数Ⅱ-(3)ア
(ｲ)〜(ｴ)

指数関数・対数・対数

関数

3-11、3-12 詳 先 片対数グラフ・デ

シベル・底の変換

（電卓）まで

数Ⅱ-(3)語 累乗根・log𝑎 𝑥・常用

対数

3-11、3-12 同

数Ⅱ-(4)ア
(ｱ)

一般角・弧度法 4-8「何周しても使える角：
一般角」、4-2「角を長さで
はかる：弧度法とラジアン」

同

数Ⅱ-(4)ア
(ｲ)(ｳ)

三角関数のグラフ・相

互関係

4-8 同

数Ⅱ-(4)ア
(ｴ)

加法定理・2倍角・
合成

4-9 詳 加法定理を 2通り
で導く、積と和の

式、うなり、sin2

の平均

数Ⅱ-(5)ア
(ｱ)

微分係数・導関数 5-1〜5-4 詳 数Ⅱ-扱 (1)は「三
次までの関数を中

心」。シリーズは

5-4 で x𝑛 一般

数Ⅱ-(5)ア
(ｲ)

増減・極大極小 5-7 同

数Ⅱ-(5)ア
(ｳ)

不定積分・定積分 5-9〜5-11 詳 数Ⅱ-扱 (1)は「二
次までの関数を中

心」。区分求積

（5-10）から入る

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学Ⅱ（前のページからの続き）

数Ⅱ-(5)イ 面積 5-9、5-11「横軸より下の
部分」

同

数Ⅱ-(5)語 極限値・lim 5-3（記号カード lim） 同 極限は数値で近づ

く様子で（𝜀-𝛿は
使わない）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

A.13 高等学校　数学B

数 B-(1)ア
(ｱ)

等差数列・等比数列 7-10（等比数列・等比級数） 一部 等差数列はない

（6-7で「等差」の
語が 1回出る
だけ）

数 B-(1)ア
(ｲ)

いろいろな数列の和 5-10「たし算をまとめて
書く：Σ」

（12 + 22 + ⋯ + 𝑛2

= 𝑛(𝑛 + 1)(2𝑛 + 1)/6）

一部

数 B-(1)ア
(ｳ)

漸化式 6-2（オイラー法 𝑦𝑛+1 ＝…

の形。「漸化式」の語はな

い）、7-10「行列のくり返
し：漸化式とオイラー法を

行列で」

一部

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学 B（前のページからの続き）

数 B-(1)ア
(ｴ)

数学的帰納法 なし なし 5-4 もっと「どん
な n でも成り立つ
わけ」は (x＋ h)𝑛

の係数（パスカル

の三角形）による

説明で、帰納法で

はない

数 B-(1)語 Σ 5-10 同

数 B-(2)ア
(ｱ)

標本調査の考え方 3-17、3-14「何回もはかっ
て平均すると、ずれは

𝜎/
√

𝑛」

一部

数 B-(2)ア
(ｲ)

確率変数と確率分布 3-17（コインの表の枚数の
分布、もっとでサイコロの

和の分散）、6-4「めったに
起きないことの待ち時間」

（指数分布・ポアソン分布）

一部 「確率変数」「確率

分布」の語はない

数 B-(2)ア
(ｳ)

二項分布・正規分布 3-17「たくさん足すと、つ
りがね形：正規分布」（±𝜎

に約 68 %、±2𝜎 に約 95
%）、3-17 のパスカルの三
角形

一部 「二項分布」の語

はない

数 B-(2)ア
(ｴ)

区間推定・仮説検定 仮説検定＝ 3-17 もっと
（★★★）。区間推定＝なし

一部 ／

なし

数 B-(2)語 信頼区間・有意水準 なし なし

数 B-(3) 数学と社会生活（扱

(3)散布図のデータを
関数とみなす）

3-16（最小二乗法・回帰
直線）

詳

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.14 高等学校　数学Ⅲ

数Ⅲ-(1)ア
(ｱ)

数列の極限・{𝑟𝑛} 5-10「n を大きくした先
を、式で求める」、5-14
「(1 + 1/𝑛)𝑛」、7-10（𝜆𝑛

= 𝑟𝑛𝑒𝑗𝑛𝜃、固有値の大き

さで「ふえる・消える」）

一部 数列の極限の節は

ない

数Ⅲ-(1)ア
(ｲ)

無限級数・無限等比

級数

7-10「くり返しの合計：等
比級数」（1 + 𝑥 + 𝑥2 + …

= 1/(1 − 𝑥)）、5-17（テイ
ラー展開）、9-11「無限に
続くたし算で書く」

一部

数Ⅲ-(1)ア
(ｳ)

分数関数・無理関数 3-7（y＝ a/x）、3-7
もっと（1/x2）

一部 平行移動した分数

関数、無理関数の

グラフはない

数Ⅲ-(1)ア
(ｴ)

合成関数・逆関数 3-3「箱をつなぐ：合成関
数」、3-12（逆関数：本文の
囲み）、5-14（ln）

同 先

数Ⅲ-(1)ア
(ｵ)

関数の値の極限 5-3「かぎりなく近づく：極
限と lim」

同

数Ⅲ-(2)ア
(ｱ)

微分可能性・積・商 5-6（積の微分）、5-6
もっと「商の微分」、5-3
もっと「とがった所には、

接線が引けない」

同

（商は

一部）

数Ⅲ-(2)ア
(ｲ)

合成関数の導関数 5-6 同

数Ⅲ-(2)ア
(ｳ)

三角・指数・対数関数

の導関数

5-14、5-15 同

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学Ⅲ（前のページからの続き）

数Ⅲ-(2)ア
(ｴ)

接線・増減・凹凸・グ

ラフ

5-3「接線の式」、5-7「2回
微分で、山と谷を見分ける」

一部 「変曲点」の語は

ない。「下に凸」

は 5-17 に出る

数Ⅲ-(2)語 自然対数・e・変曲点 5-14（e・ln）、5-5「2回微
分する」

一部 変曲点なし。第二

次導関数は〔用

語・記号〕ではな

く (2)イ (ｲ)の本
文にある

数Ⅲ-(3)ア
(ｱ)

不定積分・定積分の

性質

5-11 同

数Ⅲ-(3)ア
(ｲ)

置換積分・部分積分 5-16 同

数Ⅲ-(3)ア
(ｳ)

面積・体積・曲線の

長さ

面積＝ 5-11。体積＝ 5-10
の例題「うすい板に分けて

体積を求める」（円すい）と

章末問題（四角すい）。曲線

の長さ＝ 6-11 のせいかく
に言うと

（𝑠 = ∫√1 + 𝑦′2 𝑑𝑥）、8-7
「長さでたす線積分」

一部 回転体の体積の計

算演習・曲線の長

さの節はない

数Ⅲ-扱 (1) 直線上・平面上の点の

速度・加速度

5-5、5-15「円の上を回る
点の速さと向き」、4-11

詳

数Ⅲ-注 微分方程式（本文に

なし）

第 6巻全体 範囲外

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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A.15 高等学校　数学C

数 C-(1)ア
(ｱ)

ベクトル・位置ベクト

ル・成分

4-10、4-11 同 4-10 は★★、
4-11 は
★★〜★★★

数 C-(1)ア
(ｲ)

内積 4-12 詳 仕事・正射影・相

関係数

数 C-(1)ア
(ｳ)

空間への拡張 4-13 詳 法線ベクトル・空

間の直線と平面・

右手系。外積は

4-14（範囲外）

数 C-(2)ア
(ｱ)

放物線・楕円・双曲線

（二次曲線）

放物線＝ 3-9（パラボラア
ンテナの焦点）。だ円＝ 4-8
もっと「円をつぶすと、だ

円」（★★★★）、4-15（極
方程式）、8-1「等高線の式
は、だ円」、7-9 もっと。
双曲線＝ 3-7（y＝ a/x の
グラフとして）

一部 焦点・準線で 3つ
をまとめる扱いは

ない。語は「楕円」

でなく「だ円」

数 C-(2)ア
(ｲ)

媒介変数表示 4-8（だ円の媒介変数）、
4-11（𝑝⃗ = 𝑝⃗0 + 𝑡 ⃗𝑣）、8-7
「道を 1つの数 t で表す」

同

数 C-(2)ア
(ｳ)

極座標・極方程式 4-2「距離と向きで場所を
言う：極座標」、4-15「曲線
を、極座標の式で表す」

同

数 C-(2)ア
(ｴ)

複素数平面・極形式・

四則の図形的意味

6-9「複素数を点で表す：複
素平面」「向きの角：偏角と

極形式」

同 語は「複素平面」

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足

（次のページに続きます）
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高等学校　数学 C（前のページからの続き）

数 C-(2)ア
(ｵ)

ド・モアブルの定理 6-9「何回もかける：ド・モ
アブルの定理」

同 もっと「1の n
乗根」

数 C-(3)ア
(ｱ)

図・表・統計グラフ 1-17、1-18、3-4、3-13 同

数 C-(3)ア
(ｲ)

離散グラフや行列で表

現する意義

行列＝第 7巻全体（3-6
「係数を表にならべる：行列

の種」、1-13 が種）

詳

（行列）

行列は演算・行列

式・逆行列・固有

値・対角化まで

（指導要領の範

囲外）

番号 項目（要点） 扱っている章 扱い 補足
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B 付録 B　全 152章の一覧

この付録は、全 9巻・152章（序章 9・章 139・読みもの 3・終章 1）を、巻

と章の順に並べた一覧です。章名・★・路線は各巻のもくじと同じです。「指導

要領の学年・科目」は、その章の内容が当たる学習指導要領の学年や科目で、1

つの章が複数の学年にまたがるときは「入口〜出口」（最も低い学年〜最も高い

学年・科目）で示しています。

表の読み方

★

章の内容の高さの目安です。塗りの★はその章の下の高さ、白抜き

の☆は上の高さまでを表します（例：★★☆＝★★〜★★★）。★は

指導要領の学年と一対一ではありません。

路線

7本の路線のどの駅に当たるかを、形の記号と番号で示しています。

①変化（ひき算→傾き→微分）

②たし合わせ（かけ算→面積→積分）

③倍々（累乗→指数→ e） ④回転と波（角→ sin→複素数）

⑤表（九九の表→行列） ⑥矢印（向き→ベクトル→場）

⑦はかる（目もり→誤差→統計）

指導要領の学

年・科目

小＝小学校、中＝中学校、数Ⅰ〜数 C＝高等学校の科目（数学

Ⅰ〜数学 C）、大学＝指導要領の範囲外で、大学の工学部で一般に

学ぶ内容です。「範囲外」は、指導要領にも大学の科目の一覧にも項

目がない内容です。「―」は、特定の学年に当てはめていない章です

（1-0・2-0・2-18・2-19・4-0・5-0・9-13）。

範囲外
＝指導要領の範囲外の内容が中心の章、 ＝一部に指導要領の範

囲外の内容を含む章、印なし＝指導要領の範囲の中の章です。
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第 1 巻 かぞえる・はかる

学年の目安：小学 1 年〜3 年　章数：22

1-0
序章

かずをつかうと、なにがいいの？ ★ ⑦ ―

1-1 いくつあるかな？ ★ ② 小 1

1-2 10のまとまりを つくろう ★ ③ 小 1〜小 3

1-3 なにもないときの「0」 ★ ⑥ 小 1〜小 2

1-4 たし算は「あわせる」「ふえる」 ★ ② 小 1

1-5
ひき算は「のこり」「ちがい」「か

わった量」
★ ① 小 1

1-6 かずの線：数直線 ★ ⑥ 小 1〜小 3

1-7 大きなかずの たし算・ひき算 ★ ② 小 1〜小 3

1-8 ながさをはかろう ★ ⑦ 小 1〜小 2

1-9 かさとおもさ ★ ⑦ 小 1〜小 3

1-10 時こくと時間 ★ ① 小 1〜小 3

1-11 目もりをよもう ★ ⑦ 小 2〜小 3

1-12 かけ算は「同じかずの まとまり」 ★ ② 小 2

1-13 九九の表を たんけんしよう ★ ⑤ 小 2〜小 3

1-14 わり算は「同じかずずつ 分ける」 ★ ① 小 3

1-15 あまりのある わり算 ★ ④ 小 3〜小 4

1-16 1より小さい かず：小数と分数 ★ ⑦ 小 2〜小 5

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 1 巻　かぞえる・はかる（前のページからの続き）

1-17 表とぼうグラフ ★ ⑤ 小 1〜小 3

1-18 おれ線グラフ：かわり方を見る ★ ① 小 4

1-19 かたち：三角・四角・円 ★ ④ 小 1〜小 3

1-20 角の大きさ ★ ④ 小 3〜小 4

1-21 広さをくらべよう：面積 ★ ② 小 1〜小 4

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 2 巻 数と量のことば

学年の目安：小学 4 年〜中学 1 年　章数：20

2-0
序章

「だんだん速く」を数で言うと？ ★ ① ―

2-1 「かぞえる数」と「はかる数」 ★ ⑦ 小 3〜小 5

2-2 マイナスの数と数直線 ★☆ ⑥ 小 2〜中 1

2-3
＋－ ×÷ は、何を表してい

るの？
★

①

②
小 1〜小 5

2-4 分数と小数の計算 ★☆ ① 小 4〜中 1

2-5 比・割合・百分率 ★☆ ⑦ 小 4〜小 6

2-6 はかった数には「ずれ」がある ★☆ ⑦ 小 4〜中 3

2-7 何回もかける：累乗と指数 ★☆ ③ 小 4〜数Ⅱ

2-8 2回かけると□になる数：平方根 ★★ ③ 中 3

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 2 巻　数と量のことば（前のページからの続き）

2-9 分数で書けない数がある？ ★★ ⑥ 小 5〜数Ⅰ

2-10 単位の世界ルール：SI単位 ★☆ ⑦ 小 2〜小 5

2-11 なぜ文字を使うの？ ★★ ⑤ 小 2〜中 1

2-12 文字式のやくそく ★★ ⑤ 中 1〜数Ⅱ

2-13 公式に数を入れてみよう：代入 ★★ ⑤ 小 4〜中 1

2-14
式を変形して、ほしい量をとり出

そう
★★ ⑤ 中 1〜中 2

2-15 比例と反比例 ★☆ ① 小 5〜中 1

2-16 何秒後に追いつく？ 1次方程式 ★★ ① 中 1

2-17
コンピュータの数：2進数と 16
進数

★★ ③ 数 A

2-18 表計算で計算しよう ★★ ⑤ ―

2-19 プログラムで計算しよう ★★ ① ―

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 3 巻 関数とデータ　きまりを見つける

学年の目安：中学 1 年〜3 年　章数：18

3-0
序章

はかったデータから、きまりを見

つけよう
★★ ⑦ 中 1

3-1 変わる量と変わらない量 ★ ⑦ 中 1

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 3 巻　関数とデータ（前のページからの続き）

3-2 場所を数で表す：座標 ★☆ ⑥ 小 4〜中 1

3-3
関数は「入れると出てくる」

ルール
★☆ ⑤ 中 1〜数Ⅲ

3-4 グラフをかこう・読もう ★ ⑦ 中 1

3-5 グラフの傾きは「変化の速さ」 ★★ ① 中 2〜数Ⅱ

3-6
2本の直線が交わるところ：連立
方程式

★★ ⑤ 中 2

3-7 反比例のグラフ ★★ ① 小 6〜数Ⅲ

3-8 かっこをはずす：展開と平方完成 ★★☆ ① 中 3〜数Ⅱ

3-9 放物線と 𝑦 = 𝑎𝑥2 ★★☆ ① 中 3〜数Ⅰ

3-10
ボールはいつその高さに届く？ ：

2次方程式
★★☆ ① 中 3〜数Ⅱ

3-11
指数関数：いまある量に比例して

ふえる・へる
★★☆ ③ 数Ⅱ

3-12 対数：けたを数える道具 ★★☆ ③ 数Ⅱ〜数Ⅲ

3-13
データのちらばり：ヒストグラム

と平均
★★ ⑦ 小 6〜数Ⅰ

3-14 ばらつきを 1つの数で：標準偏差 ★★★ ⑦ 数Ⅰ〜数 B

3-15 2つの量の関係：散布図と相関 ★★★ ⑦ 数Ⅰ

3-16 データに直線を引く：最小二乗法 ★★★ ⑦ 数 B〜大学

3-17 偶然のばらつき：確率と正規分布 ★★★ ⑦ 小 6〜数 B

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外



B 付録 B 　全 152 章の一覧

87

第 4 巻 形と向き　図形・三角関数・ベクトル

学年の目安：中学 2 年〜高校 2 年　章数：16

4-0
序章

ロボットの手は、どこにある？ ★★ ④ ―

4-1
きまりから考えを積み上げる：定

義・公理・定理
★★☆ ⑥ 小 3〜数Ⅰ

4-2 角度と円、ラジアン ★☆ ④ 小 3〜数 C

4-3 にた形と比：相似 ★★☆ ⑥ 小 6〜中 3

4-4 三平方の定理 ★★★ ⑥ 中 3〜数Ⅱ

4-5 面積と体積：細かく分けてたす ★☆ ② 小 4〜中 3

4-6 坂道と三角比 ★★☆ ④ 数Ⅰ

4-7
三角形を解く：正弦定理と余弦

定理
★★★ ④ 数Ⅰ〜数 A

4-8 三角関数：円運動の影 ★★★☆ ④ 数Ⅱ〜数 C

4-9
波をたし合わせる：加法定理とう

なり
★★★★ ④ 数Ⅱ

4-10 向きと大きさをもつ量：ベクトル ★★ ⑥ 数 C

4-11 ベクトルを成分で計算しよう ★★☆ ⑥ 数Ⅱ〜数 C

4-12 内積：どれだけ同じ向きか ★★★☆ ⑥ 数Ⅰ〜数 C

4-13 空間の座標と 3次元のベクトル ★★★★ ⑥ 小 4〜数 C

4-14 外積：回す力と右ねじ ★★★★☆ ⑥ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 4 巻　形と向き（前のページからの続き）

4-15
いろいろな座標：極座標・円柱座

標・球座標
★★★★☆ ⑥ 数 C〜大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 5 巻 変化をつかむ　微分と積分

学年の目安：高校 1 年〜2 年　章数：19

5-0
序章

スピードメーターは何を計算して

いる？
★★ ① ―

5-1 平均の速さと瞬間の速さ ★★ ① 小 5〜数Ⅱ

5-2 時間をどんどん短くしてみよう ★★ ① 数Ⅱ

5-3 かぎりなく近づく：極限と接線 ★★★ ① 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-4 表から導関数を見つけよう ★★★ ① 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-5 位置→速度→加速度 ★★★ ① 数Ⅲ

5-6 微分の道具箱：積と合成関数 ★★★★ ① 数Ⅲ

5-7
いちばん高いのはどこ？ 　最大と

最小
★★★ ① 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-8
短い時間なら、かけ算で近似で

きる
★★ ① 範囲外

5-9 グラフの面積は進んだ距離 ★★ ② 数Ⅱ

5-10 細い長方形に分けてたそう ★★☆☆ ② 数Ⅱ〜数Ⅲ

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 5 巻　変化をつかむ（前のページからの続き）

5-11 積分は微分の逆 ★★★ ② 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-12 物理での積分：仕事と流量 ★★★ ② 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-13 積分定数は「はじめの状態」 ★★★ ② 数Ⅱ〜数Ⅲ

5-14 ふしぎな数 e ★★★☆ ③ 数Ⅲ

5-15 sin・cosを微分すると？ ★★★★ ④ 数Ⅲ

5-16
積分の道具箱：置換積分と部分

積分
★★★★ ② 数Ⅲ

5-17
近くでは多項式で近似できる：テ

イラー展開
★★★★ ① 大学

5-18 まとめ：微分したときのふるまい ★★★ ① 数Ⅱ〜大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 6 巻 未来を計算する　微分方程式と複素数

学年の目安：高校 2 年〜3 年　章数：16

6-0
序章

「次の瞬間を決めるルール」で未来

を予想する
★★ ① 大学

6-1 微分方程式ってなに？ ★★ ① 大学

6-2 表計算で解こう：オイラー法 ★★ ① 数 B〜大学

6-3 積分するだけで解ける形 ★★★ ② 数Ⅲ〜大学

6-4 自分に比例してへる：冷めるお湯 ★★★ ③ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 6 巻　未来を計算する（前のページからの続き）

6-5 空気抵抗と終端速度 ★★☆ ① 大学

6-6 ばねと振り子 ★★★ ④ 大学

6-7 ゆれながら止まる：減衰振動 ★★★☆ ④ 大学

6-8 2乗してマイナスになる数：虚数 ★★★★ ④ 数Ⅱ

6-9 複素平面：かけ算は回転と拡大 ★★★★ ④ 数 C

6-10 オイラーの公式 ★★★★☆ ④ 大学

6-11 双曲線関数 cosh・sinh ★★★★☆ ③ 大学

6-12 減衰振動を式で解く：特性方程式 ★★★★★ ④ 大学

6-13 ゆらし続けると：強制振動と共振 ★★★★★ ④ 大学

6-14
微分方程式がいくつも：連立微分

方程式
★★★★★ ⑤ 大学

6-15
まとめ：物理は「微分方程式＋は

じめの状態」で書ける
★★☆ ① 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 7 巻 まとめて計算する　行列

学年の目安：高校 3 年（発展）〜大学 1 年　章数：12

7-0
序章

表のままで計算できたら？ ★★★ ⑤ 数 C〜大学

7-1 数の表で計算する：行列 ★★★ ⑤ 数 C〜大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 7 巻　まとめて計算する（前のページからの続き）

7-2 行列×ベクトル：形を変える機械 ★★★★ ⑤ 大学

7-3 行列×行列：変換をつなぐ ★★★★ ⑤ 大学

7-4 行列式：面積が何倍になるか ★★★★ ⑤ 大学

7-5 逆行列で連立方程式を解く ★★★★ ⑤ 大学

7-6 回転行列：くるっと回す ★★★★ ④ 数Ⅱ〜大学

7-7 3次元の回転と座標の変換 ★★★★★ ⑥ 大学

7-8
固有値と固有ベクトル：向きの変

わらない方向
★★★★★ ⑤ 大学

7-9
対角化：まっすぐな方向に分けて

考える
★★★★★ ⑤ 大学

7-10
行列のくり返し：漸化式とオイ

ラー法を行列で
★★★★★ ⑤ 数 B〜大学

7-11
読みもの

行列の使いみち ★★★☆☆ ⑤ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

第 8 巻 空間に広がる量　ベクトル解析

学年の目安：大学 1 年〜2 年　章数：15

8-0
序章

空間のどこにも矢印がある ★★★ ⑥ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 8 巻　空間に広がる量（前のページからの続き）

8-1
地図と等高線：2つ以上の変数の
関数

★★★★ ① 大学

8-2
偏微分：ほかを止めて 1つだけ動
かす

★★★★ ① 大学

8-3 全微分：少し動いたときの変化 ★★★★★ ① 大学

8-4 いちばん急な向き：勾配 grad ★★★★★ ① 大学

8-5 ベクトル場 ★★★★ ⑥ 大学

8-6 面や立体でたし合わせる：重積分 ★★★★★ ② 大学

8-7 道にそってたす：線積分 ★★★★★ ② 数Ⅲ〜大学

8-8 面を通りぬける量：面積分と流束 ★★★★★ ② 大学

8-9 わき出しと吸いこみ：発散 div ★★★★★ ⑥ 大学

8-10 うず：回転 rot ★★★★★ ⑥ 大学

8-11
中と外をつなぐ：ガウスの定理と

ストークスの定理
★★★★★ ② 大学

8-12 ならす働き：ラプラシアン ★★★★★ ① 大学

8-13 熱と波の伝わり方：偏微分方程式 ★★★★★ ① 大学

8-14
読みもの

div と rot で書かれた式を読もう ★★★★★ ⑥ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外
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第 9 巻 波と変化を読みとく　フーリエ解析とラプラス変換

学年の目安：大学 2 年　章数：14

9-0
序章

音を分ける、変化を予想する ★★★ ④ 大学

9-1
波をたし合わせて形を作る：フー

リエ級数
★★★★ ④ 大学

9-2 成分の取り出し方：直交性 ★★★★★ ④ 大学

9-3 複素数で書くフーリエ級数 ★★★★★ ④ 大学

9-4 スペクトル：フーリエ変換 ★★★★★ ⑦ 大学

9-5
微分をかけ算に変える翻訳機：ラ

プラス変換
★★★★★ ③ 大学

9-6 変換表と性質 ★★★★★ ③ 大学

9-7 ラプラス変換で微分方程式を解く ★★★★★ ③ 数Ⅱ〜大学

9-8
伝達関数：入れると出てくるを s
で表す

★★★★★ ③ 大学

9-9
極と安定性：s の値でふるまいが
わかる

★★★★★ ③ 数Ⅱ〜大学

9-10
連立微分方程式を行列で：状態方

程式
★★★★★ ⑤ 大学

9-11 行列の指数関数と固有値 ★★★★★ ⑤ 数Ⅲ〜大学

9-12
読みもの

フーリエとラプラスの使いみち ★★★☆☆ ⑦ 大学

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外

（次のページに続きます）
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第 9 巻　波と変化を読みとく（前のページからの続き）

9-13
終章

工学の数学の地図 ★★★☆☆
①〜⑦

すべて
―

章 章名 ★ 路線
指導要領の学年・

科目
範囲外



出典

95

出典

この本で照らし合わせた資料です（2026年 10月 30日に調べました）。小学

校・中学校・高等学校の指導要領の本文は、文部科学省の「学習指導要領コード」

（告示本文を項目ごとに収めたデータ。M13）で、項目ごとに確かめました。小

学校・中学校の本文は、教科書会社の新旧対照表（P1〜P3）と解説（M4・M5）

とも照らしました。

1 文部科学省の資料（学習指導要領の本文・解説など）

M1 平成 29・30・31 年改訂学習指導要領（本文、解説）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

M2 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）

https://www.mext.go.jp/content/1413522_001.pdf

M3 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）

https://www.mext.go.jp/content/1413522_002.pdf

M4 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編

https://www.mext.go.jp/content/20211102-mxt_kyoiku02-100002607_04.pdf

M5 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説数学編

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile

/2019/03/18/1387018_004.pdf
M6 高等学校学習指導要領比較対照表（数学）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile

/2018/07/13/1407085_5.pdf
M7 高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説数学編・理数編

https://www.mext.go.jp/content/20230217-mxt_kyoiku02-100002620_05.pdf

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm
https://www.mext.go.jp/content/1413522_001.pdf
https://www.mext.go.jp/content/1413522_002.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211102-mxt_kyoiku02-100002607_04.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_004.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_004.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/13/1407085_5.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/13/1407085_5.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230217-mxt_kyoiku02-100002620_05.pdf
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M8 平成 29年改訂の小・中学校学習指導要領に関する Q&A（算数、数学に関すること）

https://www.mext.go.jp/content/1422350_001.pdf

M9 中学校学習指導要領の特例を定める件（平成 29 年文部科学省告示第 94 号）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/07/11/1387

780_003_1.pdf
M10 高等学校数学科教材「行列入門」（文部科学省）

https://www.mext.go.jp/content/20230828-mxt-kyoiku01_000250597_1.pdf

M11 中央教育審議会資料「標準授業時数の在り方について」

https://www.mext.go.jp/content/20200205-mxt_kyoiku01-000004708_9.pdf

M12 令和 7 年度大学入学共通テストにおける新教育課程対応について（大学入試セン

ター提出資料）

https://www.mext.go.jp/content/20211014-mxt_daigakuc02-000018441_3.pdf

M13 学習指導要領コード（文部科学省。小学校・中学校は平成 29 年告示、高等学校は

平成 30 年告示の本文を項目ごとに表示したもの）

https://jp-cos.github.io/

M14 大学入試センター「出題方法等の予告」（令和 7 年度大学入学共通テスト、数学）

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=743&f=abm00003201.pdf

2 教科書会社の新旧対照表（告示の本文を写したもの）

P1 大日本図書「小学校算数現行・新学習指導要領 教授用資料新旧対照表」

https://www.dainippon-tosho.co.jp/sansu/files/cos2017e_sansu_f.pdf

P2 大日本図書「中学校数学現行・新学習指導要領 教授用資料新旧対照表」

https://www.dainippon-tosho.co.jp/math/files/cos2017j_sugaku_f.pdf

P3 日本文教出版「小学校算数新旧対照表」

https://www.mext.go.jp/content/1422350_001.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/07/11/1387780_003_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/07/11/1387780_003_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230828-mxt-kyoiku01_000250597_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200205-mxt_kyoiku01-000004708_9.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211014-mxt_daigakuc02-000018441_3.pdf
https://jp-cos.github.io/
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=743&f=abm00003201.pdf
https://www.dainippon-tosho.co.jp/sansu/files/cos2017e_sansu_f.pdf
https://www.dainippon-tosho.co.jp/math/files/cos2017j_sugaku_f.pdf
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https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/sansu/download/new_cs/1705_newcs_sansu.

pdf

3 大学のシラバス・資料（8章）

U1 東北大学工学部「工業数学Ⅱ」（2024）

https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/tb44011

U2 東北大学工学部「数学Ⅰ」（2024）

https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/tb13011

U3 東北大学「線形代数学 B」（2024）

https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/cb42201

U4 京都工芸繊維大学設計工学域「線形代数学Ⅱ」（2026）

https://www.kit.ac.jp/wp/wp-content/uploads/sy2026/12061030.pdf

U5 北海道大学「微分積分学Ⅰ」（2026）

https://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ed/syllabus/26Calculus1.pdf

U6 神戸大学工学部 前期シラバス

https://www.office.kobe-u.ac.jp/eng-ofc/kym/syllabus/09_bz_a.pdf

U8 東京農工大学工学部 数学科目一覧

https://web.tuat.ac.jp/~mathsci/syllabus.html

U9 北海道大学「確率・統計入門」（2018）

https://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ed/syllabus/18IntroductionToStatistics.p

df

https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/sansu/download/new_cs/1705_newcs_sansu.pdf
https://www.nichibun-g.co.jp/textbooks/sansu/download/new_cs/1705_newcs_sansu.pdf
https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/tb44011
https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/tb13011
https://qsl.cds.tohoku.ac.jp/qsl/syllabus/display/cb42201
https://www.kit.ac.jp/wp/wp-content/uploads/sy2026/12061030.pdf
https://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ed/syllabus/26Calculus1.pdf
https://www.office.kobe-u.ac.jp/eng-ofc/kym/syllabus/09_bz_a.pdf
https://web.tuat.ac.jp/~mathsci/syllabus.html
https://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ed/syllabus/18IntroductionToStatistics.pdf
https://www.math.sci.hokudai.ac.jp/~furuhata/ed/syllabus/18IntroductionToStatistics.pdf
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